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序章 
 
0.1 本研究の目的及び意義 
 
 本論文は、日本語の可能表現を中国語の可能表現と対照させて分析し、日本語教育の現
場にこの知見を活かすために問題点の整理を行ったものである。 
まず、日本語においては、可能表現は主に動詞の活用形に助動詞である「～（ラ）レル」
をつけることによって表現するのが普通であるが、動詞の後に助動詞「～（ラ）レル」を
つけることで、可能だけでなく、受身、尊敬、自発も表すという特徴がある。「～（ラ）
レル」によって構成される四種類の表現には、どんな違いがあるのか、実際に用いられる
場合にどう見分けたらよいか。それに、中国語の表現はこのような四つの表現とどのよう
に関わるか、可能表現を習得するにはこれらの問題点を明らかにする必要があると考える。 
次に、日本語の可能形式の一種「～ウル／エル」で表す意味はどのような可能であろう
かを探求したい。「～ウル／エル」に近い表し方は存在するかどうか、それに対応する中
国語表現はどんなものであろうかも考えたい。様々な可能表現の中でこの「～ウル／エル」
は、必ずしも十分に検討されているとは言いがたいので、特に取り上げることにした。 
 さらに、上記の検討を踏まえて日本語の可能表現と中国語の可能表現を対訳する場合に
起こりやすい問題点は何か、注意すべき点は何か、これも両言語における可能表現を考察
する上で出てくる問題であり、整理してみたい。このことによって、日本語教育の視点か
らの可能表現の問題点を明らかにすることができるであろう。 
 加えて、日本語の可能表現、中国語の可能表現において、語用面で許可・許容、勧めの
表現となんらかの関係を持つであろう。この点も考察したいと考える。 
 
 
0.2 先行研究と問題点 
 
 本章ではまず日本語と中国語の可能表現に関する先行研究を概観し、その上で本研究の
立場について述べることとする。 
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0.2.1 日本語の可能表現に関する従来の研究 
  
藤井（1971）は、可能表現を「有情物（人またはその他の動物）が動詞によって表され
る動作をする可能性を有する」と定義し、次の４つの用法に整理している。 
①有情物の恒常的な、動作の能力。 
例：彼は英語が話せる。／昔はぼくも泳げたのだが。／いつかはこの子も親の気持ちが
理解できるようになるだろう。 
②有情物の臨時的な、動作の可能性。 
例：今日は監督がいないから練習をサボれる。／昨日だったら貸してあげられたのです
が。／期限内でしたらいつでも変更できます。 
③有情物の希望がかなえられて、あるいは努力が実って、動作が実現すること。例：去年
は三万票獲得できた。来年は何票とれるだろうか。／やっと机をうごかせた。 
④事物に関して、有情物が動作をする可能性を持つこと（恒常的の場合も臨時的の場合も
ある）。例：この部屋は窓があけられる。／手伝ってもらえますか。／あんなせまい場所
でも、野球ができるんだね。 
藤井は「動作の実現」を「有情物1」との関係で整理し、可能の意味を説明している。
このような可能の意味を把握する視点は、ある意味で妥当であると言えそうであるが、可
能表現の定義と用法を具体的、包括的に論じようとすると、動作主が有情物である場合だ
けに限定されてしまい、非情物である場合の可能表現については位置が定まらないことに
なる。 
 次に、森田（1977）は、可能表現を「動作主体の能力を表すもの（能力賦与）」と「困
難な事態の実現ならびに実現の許容」との二種類に大別した上で、これを「動作・行為が
主体の能力範囲内で、もしくは特別な状況下で（特別な手段や方法、道具、動機、状況な
どの前提において）実現することを表す言い方である」と定義し、その実現には次のよう
な段階が認められるとしている。すなわち、①本来備わった能力から当然それが実現でき
る。②補助手段を借りることによって実現が可能となる。③習得した能力によってそれを
行うことが可能である。④内的条件として、心理的または肉体的にそれをなすことが可能
である。 
                                                   
1宮島（1972：422）は「＜有情物＞というのは、つまりほとんどは人間だが、動物も、感情や理性をもったものとし
てあつかうばあいには、ここにはいる」と述べている。そして、藤井（1971）、青木（1980）なども、人またはその
他。 
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藤井よりも包括的な分析となっている。上記の①と③は能力を表す可能で、②④は内的
もしくは外的条件による可能と言える。 
 一方、青木（1980）は、可能表現の意味を「動作主体が実現する力を有すること、又あ
る状態になる見込みがあることである」と規定した。そして、可能表現の用法として、①
動作主体の恒常的な能力を表す。②動作を受けるものに備わる性能・価値を表す。③動作
主体の臨時的可能性を表す。④動作主体の意志や能力とは無関係に動作が実現する意を表
すとしている。青木の研究で、注目すべきところは、「見込み」という概念を導入し、こ
れまでの研究では見られない②と④を提示している点である。また同じ時期に金子（1980）
は、日本語の可能表現を「能力可能」と「認識可能」との二種類に分け、前者は「もとと
なる動きの内容を実現するためのちからが主体にある／ちからを主体が持つ」または「あ
る質的なものごと、価値的なものごとの持ちぬしはその点に関して評価を受ける対象とな
るちからを持つ」ことを意味する「ちからの可能（能力の可能）」であり、「認識の可能」
は「単語作りの要素（例えば yomi-）に（～ウル／エル）を組み合わせることによって得
られる「あわせ動詞」にしか存在し得ず、その他の可能表現の形式が持たない用法である。」
ことを指摘した。金子は、「認識の可能」について、その表現形式は「～得る」のみに限
っおり、他の表現形式はこういう用法を持たないという立場をとっている。この「認識の
可能」については、意味上近接している「～カモシレナイ」、「～ダロウ」、「～恐レガアル」、
「～可能性ガアル」などのような推量の意味を帯びるモダリティ表現との関連性も検討さ
れてよいと思われる。 
 渋谷（1986）は、「認識の可能」と「結果可能2」の概念を可能表現に入れ、可能表現を
次のような図に分類した。 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
2 動作の実現が可能・不可能である、あったことを表す。 
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                         能力可能 
                  A 条件可能  内的条件可能 
                         外的条件可能 
 
       （１）動作主可能 
 
                 B結果可能（遂行可能） 
可能表現   （２）自発（経験者可能） 
   
       
（３）認識の可能 
 
 
 
上記の図で示したように、渋谷は青木（1980）と同じように、自発を可能の一種と考え
ている。また、彼の提示する「認識の可能」は金子（1980）の主張する「認識可能」と同
じ概念である。可能のあり方を動作の実現される条件に置くか、動作の結果に置くかによ
って可能表現を分類する考え方は、これまでの研究と異なり、新たな捉え方である。しか
し、渋谷は青木（1980）の説く主体の属性（①）を表す可能表現には言及していない。 
張威（1998）は、日本語の可能表現に「結果可能表現」という無標識の可能表現が存在
すると主張し、結果可能表現を「動作主の意図したある出来事またはある種の状態変化の
実現をその動作によって結果的に達成することができるかどうかを表す」と定義した。さ
らに同氏は無標識の可能表現と中国語の可能補語との比較をしているが、「結果可能表現」
の考察において、有対自動詞に留まり、無対自動詞3や意志動詞が可能表現に用いられる
かどうかということには特に触れていない。 
 
                                                   
3 早津（1987）によれば、日本語の自動詞と他動詞が形態上の対立によっていくつかのグループを形成している。「有
対自動詞」というのは形態上の対立がある動詞のセットの自動詞側に用いる用語である。運動を表す自動詞「遊ぶ」
「走る」をはじめ，変化を表す自動詞の中でも「錆びる」などは，対となる他動詞をもたないので無対自動詞と呼ば
れる。 
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0.2.2 中国語の可能表現に関する従来の研究 
 
中国語の可能表現には基本的に二つの形式があるとされる。一つは「能」・「可以」・「会」
のような助動詞を用いる形式であり、もう一つは動詞と補語成分との間に「得」または「不」
を挿入する形式である。 
以下には、中国語の可能表現に関する研究の代表的なものを順次紹介してみたい。 
 丁声樹（1979）は、「能」「可以」「会」を挙げ、それを以下のような三類に分けている。 
 
 A 「能」「可以」「会」は、力によって、それができる・できないを表す（能力） 
 B 「能」「可以」「会」は事実上、それができる・できないを表す（条件） 
 C 「能」「会」は環境または情理（道理、常識など）によって、それができる・できな 
   いを表す。 
 
それに対して、朱徳熙（1982）は可能の助動詞の表す意味を以下のように説明している（例
文も同論文からの引用である）。 
 
A 主観的能力によってできることを表す。「能」「可以」「会」 
  ・能挑二百斤的担子上山。 
（筆者訳：２百斤の荷物を担いで山に登ることができる。） 
B 客観的可能性を表す。「会」「能」「可能」 
  ・看样子会下雨。 
  （筆者訳： 空模様を見ると、雨が降るかもしれない。） 
C 環境または情理上許されることを表す。「能」「得」「可以」 
   ・谁都可以提意见。 
（筆者訳：誰でも意見を出すことができる。） 
 
 朱徳熙（1982）の研究で注目すべき点は、中国語における可能表現に「可能性」を表す
という意味があるとしたことである。しかし、その意味の分類の詳細には至っていない。
（上の三文の訳文を見ると、可能表現と可能表現ではない２種類の形式表現が見えるよう
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である。これについて、第 4章に述べる。） 
  
 劉月華（1980）では、可能補語を構造上の特徴とその表す文法的意味に基づき、以下の
3類に分けている。    
 A類可能補語―― Ⅴ得／不Ⅽ4 
        B類可能補語―― Ⅴ得／不了 
        C類可能補語―― Ⅴ得／不得 
 
 A類可能補語は動詞と補語との間に“得／不”を挿入してできる表現形式なので、この
類の文法的意味を“表示主、客观条件是否容许实现某种动作的结果或趋向”（主、客観的
条件においてある動作の結果或は趨向を実現することを許すかどうかを表す）とし、それ
に対して、B類と C類の可能補語は、動作の結果と趨向に関わらないと指摘した。その上
で、可能の助動詞「能」の表す意味を次のように甲類と乙類に分け、さらにそれを基にし
て、A、B、Ⅽの 3種類の可能補語の表す意味を考察している。 
 
 甲類 ①ある種の能力を備えている、または主観的条件がある動作の実現を許す。 
     例：他能说三种外语。（彼は 3ヶ国語が話せる） 
     例：我能举起一百斤东西。（私は 100斤の物を持ち上げられる。） 
    ②ある種類の客観的条件を備えていること、或はは客観的条件がある動作や変化
の実現を許す。 
    例：今天气温很低，水能结冰。（今日は気温が低いから、水が凍る。） 
            只要控制饮食，你就能瘦下来。(君は飲食を控えれば、痩せられる。) 
    ③可能性があることを表す 
    例：都十点多了，他还能来吗？（もう 10時を過ぎた。彼はまだくるのだろうか。） 
 
 乙類 ④許可を表わす。 
        例：没有我的命令你不能动。（私の命令がなければ動いてはだめだ。） 
    ⑤情理上の許可を表わす。 
                                                   
4 Ⅴは動詞を、Ⅽは補語を表す。 
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    例：里面正在开重要会议，你不能进去。（ちょうど今重要な会議の最中なので、
あなたは中に入ってはいけない） 
  
0.3 研究の構成と研究方法 
 
以上、日本語と中国語、それぞれの可能表現についての先行研究を概観し、本研究の目
的を提示した。これを踏まえて、具体的な論文構成は以下のようにした。まず、第 1章で
は、可能表現の定義と構成について検討する。日中両言語における可能表現の先行研究を
踏まえて、可能表現の定義を検討し、日本語における可能表現の位置付けを試み、日本語
の中でよく使われる可能表現「～（ラ）レル」と中国語の対応する表現との異同を整理し、
その意味、形式という面から分析を加えて、中国語における可能の助動詞による可能表現
と可能補語による可能表現との違いを明らかにする。第 2章では、中国の大学で使用され
ている日本語教科書における可能表現の提示のされ方を調べた。また、在日中国人日本語
学習者を対象として、可能表現における習得現状の調査を実施したもので、日本語教育の
現場の問題点を整理したものである。第 3章では、可能表現における認識可能の考察につ
いて検討した。「認識可能」に関する研究においては、「～ウル／エル」に相当する表現を、
金子（「認識可能」）が扱っているが、十分とは言えない面がある。ここでは「～ウル／エ
ル」以外に、他にも認識の可能を表す形式があるかどうかを検討する。第 4章では、第 3
章の検討を踏まえて、「～ウル／エル」以外の形式で可能性を表す形式があるか、中国語
の“会”と対照してみた。第５章では、日本語の潜在可能文と可能の顕在化文を検討し、
対応する中国語表現はどんな表現であるかを考察してみた。第６章では、主に日中両言語
の可能表現と受身、自発、尊敬との関わり、可能表現との相互関係をについて整理を試み
た。第７章では、可能表現の語用面における機能について、許可表現と勧め表現とを対応
させながら、中国語の“可以”も含めて、可能表現から派生した意味を検討した。以上の
各章は、これまでの可能表現研究では必ずしも十分に検討されていない部分であって、こ
れまでの研究に比べるとその扱う内容は周辺的で些末な部分の観察を見える所もないわ
けではないが、あまり取り上げられていなかったという点においては検討に値するものと
判断される。 
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 以上本論文の資料的基盤と整える方法としては、日本語の本とその中国訳また中国語の
本とその日本語訳の小説と『少納言』から例文を引用して、両言語を対照比較し考察する。
また、出典を記した以外は、作例である。また、母国語である中国人学習者を対象として、
アンケート調査を実施し、可能表現の使用実態から可能表現習得における問題点を整理す
るように努めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9 
 
第 1章 日中両言語の可能表現の定義と形式 
 
1.1 日中可能表現の定義 
 
序章で簡単に紹介したように、日本語の可能表現に関する定義は多様である。この節で
は、両言語の可能表現の定義について、もう少し詳しく見てみたい。 
藤井（1971）は、可能表現を「有情物（人またはその他の動物）が動詞によって表され
る動作をする可能性を有する」と定義し、森田（1977）は可能表現を「動作主体の能力を
表すもの（能力賦与）」と「困難な事態の実現ならびに実現の許容」との二種類に大別し
た上で、これを「動作・行為が主体の能力範囲内で、もしくは特別な状況下で（特別な手
段や方法、道具、動機、状況などの前提において）実現することを表す言い方である」と
した。また、青木（1980）は可能表現の意味を「動作主体がある動作を実現する力を有す
ること、又ある状態になる見込みがあることである。」と規定している。 
 このような日本語の可能表現に対応する中国語表現は「能願動詞」と説明されることが
一般的である。ただし、これまでは、能願動詞を厳密に定義するというよりは、解説的な
記述内容にとどまっている。例えば『实用现代汉语语法』（2001）では、“能愿动词（也叫
助动词）是一个封闭的类，数目有限，但意义复杂，又具有不同于一般动词的语法特征”と
述べていて、その日本語版『現代中国語文法総覧』（1996）では、「助動詞（“助动词”ま
たは“能愿动词”）は閉じた類をなしており、数に限りがある。しかし、意味が複雑であ
り、また一般の動詞とは異なる文法特徴を持っている」としている。能願動詞の分類であ
るが、「能願」という言葉で示しているように、能願動詞は意味内容から 2類に大別でき
る。 
本論文では、物事が発生する可能性についての判断を表す類（能願動詞の「能」）を対
象とする5。 
   
ここに、紹介したように可能表現の意味については、いろいろ定義されているが、本稿
では、可能表現を有情物が備わる能力、あるいは何らかの条件によって、ある動作または
事柄が実現すること、また動作、事態の実現の可能性、動作が結果的に実現したかどうか、
                                                   
5 もう一つは願望、情理・事理・主客観条件・価値の主観的判断を表す類（能願動詞の「願望」）である。 
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動作を受ける無情物に備わる属性、許可（情理上の許可を含む）、動作主が対象物に対す
る主観的な価値評価を表す表現であるとする。 
 
1.2 日本語の可能表現の形式 
 
 一般的に、日本語における可能表現の形式は大体次のように分類されている。表現形式
の分類は基本的に『新版 日本語教育事典』（2005）に従う。 
 
（1）一段活用動詞は、「食べる→食べられる」 となり、 
  五段活用の動詞は、「書く→書ける」「話す→話せる」の「書ける」「話せる」を用い
ることが多く、可能動詞と言われる。 
  サ変動詞：補充形（できる）「勉強できる」など。 
（2）動詞の連体形＋ことができる。例えば、 
「普通、禁煙室ではタバコを吸うことができる」など。 
（3）「動詞の連用形＋うる／える」の形で、話し手が客観的な状況下で、ある事態が発生
する。または存在するかどうかという主観的な判断を下すという意味を表す。例えば、 
   ①これからもそういう交通事故が起こりうる。 
① そんなことはありえないよ。 
 
 上記（1）～（3）のうち、（3）の「～ウル／エル」は日本語教育現場では避けられるこ
とが多い。これについて、第 2章で述べる。また、「～（ラ）レル」と「～コトガデキル」
の異同点について、次に整理する。 
 
1.3 「～（ラ）レル」と「～コトガデキル」を比較について 
 
 日本語では、可能の意味を表せる可能表現のうち、「～（ラ）レル」と「～コトガデキ
ル」が広く用いられる可能表現である。本節ではこの「～（ラ）レル」と「～コトガデキ
ル」の両可能表現の意味・用法上の異同について整理しておく。 
まず、例文を挙げる。（『日本語文型辞典』（1998）からその例文を引用して示す。 
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（1）a 李さんは日本語が話せます。 
       ｂ 李さんは日本語を話すことができます。 
（2）a 鈴木さんは英語で電話がかけられます。 
       ｂ 鈴木さんは英語で電話をかけることができます。 
（3）a 駅でタバコが吸えません。終日禁煙ですから。 
    ｂ 駅でタバコを吸うことができません。終日禁煙ですから。 
（4）a 夜 10時まで車が止められます。  
       ｂ 夜 10時まで車を止めることができます。 
 
 以上の例文はいずれも「～（ラ）レル」と「～コトガデキル」による可能表現である。
その中で、（1）、（2）は能力可能の意味を表すものである。すなわち、ある動作、行為を
する能力を持っているかどうかという意味を表している。（3）と（4）はある状況下であ
る動作、あるいは行為ができるかどうかという可能を表現する文である。 
 『日本語文型辞典』（1998）によると、能力可能という意味を表現する場合「～（ラ）
レル」も「～コトガデキル」も使用できるが、改まった場合や硬い文章（特に可能性を表
す場合）では、「～コトガデキル」のほうが好まれる傾向があるという。 
 「～（ラ）レル」と「～コトガデキル」の違いについて、次節では、意味、形式という
2つの面から「～（ラ）レル」と「～コトガデキル」との連続性について検討する。 
 
 1.3.1 意味上の違い 
 
 動詞の可能形「～（ラ）レル」は主語の内的能力を表し、「ことができる」は外的条件
に由来する能力を表すと言われている6。久野（1983）は、適格文であるか否かの判断に
ついては個人差が多いという注釈を付けた上で、「動詞可能形『レル・ラレル』[可能動詞]
は、主語の内的能力を表し、『デキル』は、外的条件に由来する能力を表す。」と述べてい
る。次の例文（久野（1983））を見てみる。 
 
                                                   
6久野（1983）「『レル・ラレル』と『デキル』」.[Ⅿ].『新日本文法研究』 
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（5）a 山田さんはやっと散歩に出られるようになったそうです。 
ｂ 山田さんはやっと散歩に出ることができるようになったそうです。 
（6）a 最近は年のせいか、酒を飲めなくなった。 
ｂ 最近は年のせいか、酒を飲むことができなくなった。 
（7）a 市条令で、11時以降は、飲食店で酒が飲めなくなる。 
ｂ 市条令で、11時以降は、飲食店で酒を飲むことができなくなる。 
 
 （5）の aとｂは、それぞれ「～（ラ）レル」「～コトガデキル」によって表す可能表現
で、いずれも自然な表現であると同時に、意味的にも類似している。しかし、文の表す意
味が微妙に異なっている。すなわち、a文は内的な能力に力点が置かれており、「山田さ
ん」は病気が治った後で、体力が回復したといった内的な能力が備わっただけに、外へ散
歩に出かけることが実現できたという意味を表す。これに対して、ｂ文は外的な条件に焦
点が絞られている。つまり、医者の許可をもらったなどといった外的な条件で、「山田さ
ん」は散歩に行けたという意味である。 
 （6）では、「酒を飲む」ことができなくなったのは「酒を飲む」条件が満たされないの
ではなく、年を取ったからである。「年を取った」という内的な要因により、「酒を飲む」
という内的な能力が失われたということである。（6）は内的な能力を表すため、「～（ラ）
レル」が適切な表現であるが、「～コトガデキル」に置き換えると、やや不自然となる。 
 逆に（7）では、「市条令」という外的な条件の制限で、「酒を飲む」ことが実現できな
いので、「～（ラ）レル」より「～コトガデキル」のほうが自然な表現となる。 
 このように、「～（ラ）レル」による可能表現は、動作主そのもの、又はその内的な要
素によるものである。内的な要素には動作主の持つ能力、物事の属性およびその価値など
がある。この場合の可能は「能力可能」と称されることが多い。一方、「～コトガデキル」
によって表す可能表現はたいてい外的な要素によるもので、動作主の意志を考慮に入れな
い。だから、そういう可能の種類は「条件可能」あるいは「状況可能」と言えるのではな
いだろうか。 
また、次の例を見てみる。 
 
（8）a ガソリンを自由に買えなくなった。 
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ｂ ガソリンを自由に買うことができなくなった。 
（9）a 雑誌は二冊まで借りられます。  
ｂ 雑誌は二冊まで借りることができます。 
  
（8）の aは「ガソリン」を買おうとしたが、話し手側の実感としてなかなか自由に手に
入らないという意味である。そのｂ文では、政府側の政策などにより、「ガソリン」を自
由に買うことが不可能である。（9）の aも、話し手側の実感として借りることが可能であ
るという意味を示すのに対して、そのｂ文は規定や規則などにより、雑誌を二冊まで借り
ることが可能であるという意味を表す。 
 また、次の例を見てみる。 
 
（10）a 王さんは話せる。 
   *ｂ 王さんは話すことができる。 
（11）a この万年筆はなかなか使える。 
   *ｂ この万年筆はなかなか使うことができる。 
（12）a その喫茶店のコーヒーは飲めない。 
   *ｂその喫茶店のコーヒーは飲むことができない。 
 
（10）aは王さんは話の分かる人という意味であり、好評価を与えている。また、（11）
の「この万年筆」、（12）「その喫茶店のコーヒー」の属性に対して、「この万年筆は使いや
すい」という正方向の積極的な評価、「その喫茶店のコーヒーはまずい」という負の評価
を与えている。いずれも動作主の内的な属性に関する評価表現で、物事の内的な属性を表
すためには、こうした場合に「～（ラ）レル」を使うほうが適切となる。 
以上のことを表１にまとめる。 
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表１ 
「～（ラ）レル」 
・主語の内的能力を表す 
 
最近は年のせいか、酒が飲め
なくなった。 
・事物に備わる属性を表す 
・物事への評価を表す 
この魚は生で食べられる。 
この万年筆は使える。 
「～コトガデキル」 外的条件に由来する能力を
表す。 
市条令で、11時以降は、飲食
店で酒を飲むことができな
くなる。 
 
 以上から、「～（ラ）レル」と「～コトガデキル」は両方とも「能力」を表すことがで
き、「～（ラ）レル」は能力を表す時主体の内在的能力を表すのに対して、「～コトガデキ
ル」は外的条件に由来する能力を表す。また、「～（ラ）レル」は物事の評価を表すこと
ができるが、「～コトガデキル」はこの用法には使うことができない。 
 
 1.3.2 形式上の違い 
 
 形式からみれば、「動詞の連体形＋ことができる」では、「動詞の連体形」は、その後ろ
についた可能の意味を表す「できる」から制限を受けず、比較的独立しており、動詞の辞
書形だけでなく、その否定形、受身という形も取れる。それに対し、「～（ラ）レル」の
使用は相対的に制限されている。次がその例である。 
 
（13）a 君のおかげで試験に受かることができた。 （○） 
*ｂ 君のおかげで試験に受かれた。              （渋谷 1993） 
（14）a 太郎は父親のようになりたいと思い、まず外見から真似てみたが、表面的な努
力だけでは、忍耐強い性格までは決して似ることができないということを学んだ。 
（青木 1997） 
*ｂ太郎は父親のようになりたいと思い、まず外見から真似てみたが、表面的な努
力だけでは、忍耐強い性格までは決して似れないということを学んだ。     
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（15）ａ親の愛情を知らない子どもは、大人になっても愛されることができない。 
*ｂ親の愛情を知らない子どもは、大人になっても愛されられない。  （同上） 
 
 では、中国語における可能はどんな形式によって表現されるか、日本語の可能表現との
相違点はなにかを次に検討する。 
 
1.4  中国語の可能表現の形式 
 
 朱（1982）7によると、中国語における可能表現は主として二つの形式からなると言わ
れる。一つは“能”、“会”、“可以”などのような能願動詞を用いて、その後に動詞を付け
るという形である。例えば、 
 
（16）小王能说日语。(王さんは日本語が話せる。) 
（17）他会弹钢琴。(彼はピアノが弾ける。) 
（18）那个美术馆可以拍照。(あの美術館では写真を撮ることができる。) 
 
もう一つの形式は、動詞と補語成分との間に“得”または“不”を挿入することにより、
可能の意味を表す。このような補語型の表現形式、つまり組み立て式の「述＋補」構造で、
これを「可能補語」と言われる。「可能補語」による可能表現は、主に次のような三種類
に分けられるという。 
 
Ⅰ Ⅴ（動詞）＋{得／不}＋Ⅽ 
Ⅱ Ⅴ（動詞）＋{得／不}＋了 
Ⅲ Ⅴ＋{得／不得} 
 
 上記のⅤ、Ⅽはそれぞれ動詞、補語のことを指す。次にその例を見てみる。 
 
（19）那间教室坐不下 300人。（あの教室には 300人は座れません。） 
                                                   
7 朱徳熙『語法講義』、1982 
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    车子里坐得下这么多人吗？ （車の中にこんなに大勢座れますか？） 
（20）那场比赛我们赢不了。（その試合には私たちは勝てない。） 
     我吃得了。（私は食べられる。） 
（21）听不得。（聞いてはいけない。） 
     这个柿子吃得吗？这个柿子还没熟，吃不得。 
     （この柿は食べられますか。熟していないなので、食べられません。） 
 
 中国語における可能表現は主に可能の助動詞、または可能補語という 2つの形式によっ
て表される。ただし、この 2種類の表現はどちらも可能の意味を表せるが、互いに置き換
えられる場合は 1つであり、形式も異なるため、可能の能願動詞による可能表現と可能補
語による可能表現との違いを見てみる。まず、最も広く使用される“能”という可能の助
動詞による「不能Ⅴ」（否定）と可能補語による可能表現の「Ⅴ不Ⅽ」（否定）の 2種類の
可能表現について比較する。 
 
1.4.1 能願動詞による可能表現と可能補語による可能表現との違い 
 
1.4.1.1 形式上の違い 
 
 まず、形式の面から「Ⅴ不Ⅽ」と「不能8Ⅴ」との相違点を検討する。 
 
（22）a今天开不了（车）了。 
b今天不能开车了。 
（c今日は車を運転できなくなった） 
（23）a 黑板上的字擦不掉。 
b 黑板上的字不能擦掉。 
(c 黒板の字は消せない。) 
（24）a明天，他来不了。 
b明天，他不能来。（「来てはいけない」という意味もある） 
                                                   
8 否定形の｢不能～｣は“行為の禁止”のニュアンスとなり、可能補語の否定形とは意味が異なるため、可能補語の否
定形(～不～)については「能」との置換えや併用はできない。 
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（c明日、彼は来られない。） 
（25）a外面太吵，我睡不着觉。  
？b外面太吵，不能睡着(→｢眠ってはいけない｣という意味になる) 
（c外がうるさくて眠れません。） 
 
（22）a、b両文は自分自身に何らかの要因があって、「車を運転できない」というように
使えるが、前者は外的要因によって不可能であることを言う場合に用い、後者はそのよう
な外的要因によらず、あくまで自身の体調や能力に問題がある場合に用いるという違いが
ある。 
日本語に訳すと同じ「今日は車を運転できなくなった。」となる。 
（23）では、助動詞“能”と可能補語が意味上等しいというわけではない。道
理上許されて「～できる/できない」という意味を表す際には，可能補語では
なく助動詞“能”を用いる。 a 文は「チョークで強く書きすぎていたりして、
黒板の字は消せない」という意味であるのに対して、b 文は「まだ書き写して
いる人がいるので→黒板の字は消せない」という意味である。 
（24）“能～”は、能力の発揮の問題で、可能補語は、現状の中で実現可能不可能の問題
である。“明天他不能来”は、彼が何かの都合で、いくら頑張っても「来る」ということ
を実現することが出来ない、ということである。それに比べて、“来不了”は、現状重視
なので、能力の発揮は問題外にある。つまり、努力して、「来る」という能力を発揮する
ような意味合いはない。 
  「不能ⅤⅭ」と「Ⅴ不Ⅽ」は、（否定時には）“Ⅴ不Ⅽ”を使い、“不能ⅤⅭ”を使う
ことは少ない。次に意味の面から両者の区別を考察してみることにしよう。 
  
1.4.1.2 意味上の違い 
 
 意味の面においては、「（不）能／ⅤⅭ」と「Ⅴ{得／不}Ⅽ」とは、以下のような違いが
ある。すなわち、「（不）能ⅤⅭ」は、話し手が一定の状況で、ある動作の実現が可能か不
可能かに対して判断を下すという意味を表す。言い換えれば、動作の実現が可能か不可能
かに重点が置かれている。人間、または動物の持つ能力、物事の機能、性能、性質といっ
18 
 
た属性に使われるのが一般的だが、「Ⅴ{得／不}」の方は、話し手がある動作をした後に
一定の状況下で、ある結果の出現が可能かどうかに対する判断を行うという意味で用いら
れる。つまりその動作の実現ができるかどうかを意味するのではなく、その動作による結
果のある状態が実現できるかできないという意味である。そして、その結果の出現が可能
かどうかということに焦点が当てられている。例えば、 
 
（26）a 这小孩能举起大石头。（○） 
      b 这小孩举得起大石头。（？） 
（この子供は大きな石が持ち挙げられる。） 
（27） a起重机能吊起很重的东西。（○） 
       b 起重机吊得起很重的东西。（？） 
   （クレーンは重いものも吊り上げられる。） 
（28） a山太高了，怎么也爬不到山顶。（○） 
       b山太高了，怎么也不能爬到山顶。（？） 
   （山が高すぎてなかなか頂上まで登れなかった。） 
（29） a你走得太快了，我跟不上。（○） 
       b你走得太快了，我不能跟上。（？） 
   （君は歩くのがあまり速くて私はついていけないよ。） 
 
 例（26）と（27）は、それぞれ人間の持つ力、クレーンの性能を表すが、いずれも動作
の実現を可能にする能力（属性）に焦点が置かれている。それ故に、「（不）能／ⅤⅭ」と
いう形式を使えば自然な表現になるが、これを「Ⅴ{得／不}Ⅽ」という形式に置き換えれ
ば、不自然な表現になる。また、（26）では、この子は“举起大石头”（大きな石を持ち上
げる）という能力があるから、「大きな石を持ち上げる」という動作の実行が可能である、
という話し手の判断を下す表現である。また、（27）では、クレーンの性能から考えて、
“能吊起很重的东西”（重いものも吊り上げられる）という動作の実行か可能であるとい
う判断である。したがって、（26）も（27）もいずれも動作の実行ができるかどうかとい
うところに焦点を置いている。しかし、（28）では、“爬不到”は山に登る能力を持たない
わけではなく、動作主の能力とかかわりのない意味を表す。つまり、山頂まで登るという
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達成の（結果）に焦点が置かれている。それゆえ、“不能爬上”を使うと、不自然な文に
なる。言い換えれば、話し手が“爬山”（山に登った）という動作をしたが、“山太高了”
（山が高すぎる）という状況の制限により、“爬上山顶”（頂上まで登る）という結果が出
なかったという意味になってしまう。（29）の場合も同じである。話し手がついていこう
としても、相手はスピードが速すぎるという状況でついていくという結果が出ないと判断
をした。だから、（28）と（29）の「Ⅴ不Ⅽ」を「不能ⅤⅭ」に換えれば、不自然さが感
じられるのである。 
「（不）能ⅤⅭ」と「Ⅴ得／Ⅽ」はいずれも「Ⅴ＋Ⅽ」構造の可能形である。「Ⅴ＋Ⅽ」
構造を、Ⅴによって表されている動作（または作用）とⅭによって表わされている結果・
状態との 2つの部分に分けて、“得／不”は動作というよりも、動作の結果の状態を取り
上げ、それを肯定または否定することによって、「Ⅴ＋Ⅽ」構造全体の表わす事態の実現
が可能、あるいは不可能であるという意味を表す表現となる。（26）、（27）について言え
ば、「子供」と「クレーン」のように、人間の能力また物の性能・性質を表わす場合、助
動詞“能”を使うのが普通である。しかし、何故このような性質や能力を表す場合に「Ⅴ
得／不Ⅽ」が使われにくいのであろうか。それは、性質や能力を表すには、「Ⅴ＋Ⅽ」の
中のⅭを特に取り上げる必要がないためであろう。つまり、「Ⅴ＋Ⅽ」の表わす事態が実
現可能であることを、物の性質または人間の能力として表そうとする場合、表現上「Ⅴ＋
Ⅽ」構造全体を 1つの語と同等に扱って可能表現化しなければならないという制約がある
からだと考えられる。（26a）と（27ｂ）において、この制約を破って「Ⅴ＋Ⅽ」構造の中
のⅭを重点として取り上げる可能補語の表現形式を用いると、不自然さが現れる。 
また、 
  
（30）a 很多细菌小得肉眼能都不能看见。（？） 
b  很多细菌小得肉眼都看不见。（○） 
（肉眼で見えないほど小さい細菌が多い。） 
（31）a 怎么也不能想起他的名字。（？） 
b 怎么也想不起他的名字。（○） 
  （どうしても彼の名前が思い出せなかった。） 
（32）a 关于这个问题，小李始终不能想通。（？） 
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      b 关于这个问题，小李始终想不通。（○） 
  （この問題について、李さんは始終納得がいかない。） 
 
 この 3つの文はいずれも「Ⅴ不Ⅽ」の形を使って、可能の意を表す用例である。例（30）
では、動作主は「肉眼で細菌が見える」という事態を実現しようとしても、人間の視力に
は限りがあるため、希望していることを実現できないという意味である。（31）は、話し
手は「彼の名前」を思い出そうとしたが、記憶力が衰えたことで、結局、希望していたこ
とが実現できなかった。（32）では、李さんは納得がいくということを希望しているが、
理解力などの制限でなかなか納得いくという結果の出現が不可能なのである。 
 上記の例文から分かるように、「Ⅴ不Ⅽ」を「不能ⅤⅭ」に入れ替えれば、不自然さが
生じる。このように、動作主にある動作をしようとする要望があるとしても、あるいはま
たその動作が実現したとしても動作主の希望している結果がでないという場合にも、可能
補語「Ⅴ不Ⅽ」を使用するのがふさわしいのではないかと思われる。主体の条件（動作主
の持つ能力、心身の状況など）または客観的条件（動作主に関係がない対象物の属性、周
りの環境・状況など）により、ある方向、結果の達成がでないという場合には、可能補語
「Ⅴ不Ⅽ」を用いるのが普通である。 
 以上のことから、主体的条件、または客観的条件の影響で、目標の達成、方向性を持つ
動作主の動作の実現が不可能であることを表す場合に、「Ⅴ不Ⅽ」を用いたがより適切な
のではないかと思われる。例えば、 
  
 （33）a 可能是年龄的缘故，不用拐杖就走不稳。（○） 
    ｂ 可能是年龄的缘故，不用拐杖就不能走稳。（？） 
    （年のせいか、杖を持たないときちんとに歩けない。） 
（34）a  这道数学题太难了，小学生解答不出来。（○） 
    ｂ 这道数学题太难了，小学生不能解答出来。（？） 
    （この数学の問題は難しすぎて小学生には解けない。） 
 （35）a  因为大雾，看不清对面的山。 （○） 
    ｂ 因为大雾，不能看清对面的山。（？） 
   （ひどい霧のため、向こう側にある山が見えない。） 
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 （33）～（35）はいずれも結果性、方向性を持つ動作が実現できない場合である。（33）、
（35）の“穏”、“清”は結果補語として使用されて、結果性を意味するのに対して、（34）
の“出来”は結果性を持つものではなく、方向性を持つ方向補語である。さらに、この 3
つの例は、その結果、方向または目的が実現できないのは、それぞれ体言9の機能、物事
の属性、周りの環境という条件において制限があるためである。（33）の体の機能は主体
的条件、（34）は物事の属性、（35）の周りの状況は客観的条件となる。 
 次に、状況(条件)によりある動作・事態が許可されるかどうかという場合や感情的に（ま
た心理的に）許されるかどうかという場合に、「（不）能ⅤⅭ」と「Ⅴ{得／不}Ⅽ」のどち
らを使えばよいのであろうか。次の例文に基き整理してみたい。 
 
 （36）a 在图书馆不能吸烟。（○） 
    ｂ 在图书馆吸不了烟。（？） 
   （図書館ではタバコを吸うことができない。） 
 （37）a 没有我的命令，你不能进来。（○） 
    ｂ 没有我的命令，你进来不了。（？） 
   （僕の命令がないと、お前は入ってはいけない。） 
 （38）a 对于孩子的任性，父母不能放任不管。（○） 
    ｂ 对于孩子的任性，父母放任不管不了。（？） 
   （子供のわがままに対して、両親は放っておけない。） 
 
 この４つの文では、（36）、（37）は許可されないから、“吸烟”（タバコを吸う）、“进来”
（入る）という動作ができないという意味を表す。また、（38）では、親としてのしつけ、
教育上許されないから、“放任不管”（放っておく）ということができない意味である。「（不）
能／ⅤⅭ」を使用すれば、適切な表現であるが、これらを「Ⅴ得／不Ⅽ」に置き換えると、
不自然さが生じる。 
以下の例は、「(不)能／ⅤⅭ」と「Ⅴ{得／不}Ⅽ」のいずれを使っても不自然さがほと
んど感じられないが、意味や焦点が違ってくる。 
                                                   
9 『日本国語大辞典』(第二版）によって、単語を文法上の性質から分類したものの一。自立語の中で、活用がなく、
主語となることのできるもの。品詞より上位の概念を表すために用いられ、一般に名詞・代名詞の 2品詞に細分され
るという。 
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 （39）a 包里已经满了，什么都放不了了。 
    ｂ 包里已经满了，什么都不能放了。 
    （カバンはもういっぱいで、これ以上何も入らない。） 
 （40）a 这件事，我是管不了啊。 
    ｂ 这件事，我是不能管啊。 
    （このことなら、僕では手に負えないよ。） 
 （41）a 上不了大学早点工作也可以。 
    ｂ 不能上大学早点工作也可以。 
    （大学に進学できなかったら、早く仕事に就いてもかまわない。） 
 
（39）の aの“放不了”は、動作主がカバンに物を入れようとしても、そのカバンはも
ういっぱいで、 “放”という動作を達成することができないという意味である。そのｂ
の“不能放”となると、カバンはもういっぱいになり、これ以上が物が入る余地がないと
いう状況に焦点がある。（40）の aの“管不了”は“管（かまう）”という動作をしようと
しても、能力不足のために、“管”という動作を達成することができないことを意味して
いることに対し、そのｂの“不能管”は、“管”という動作をするだけの力はあるが、何
らかの原因があって、“管”という動作をすることができないという意味を表す。（41）の
aの“上不了”は、いろいろと努力したが、結局、進学する希望が叶えないことを意味す
るが、たとえ大学入試に合格したとしても、（41）のｂの“不能上”は、主体的、または
客観的な条件の影響で、進学希望を達成することが不可能であることを表すことになる。 
 
1.5 まとめ 
 
以上、形式と意味の両面から、具体的な例文に即して日中両言語の可能表現の形式を
観察してみた。 
日本語の「～（ラ）レル」と「～コトガデキル」は両方とも「能力」を表すことができ
るが、「～（ラ）レル」は主体の内在的能力を表しているが、「～コトガデキル」の方は外
的条件に由来する能力を表すという点で異なる。また、「～（ラ）レル」は物事の評価を
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表すことができるが、「～コトガデキル」はこの用法に使えない。 
中国語は能願動詞によるものと可能補語によるの二つの表現形式はどちらも可能の意
味を表すが、それぞれの焦点の置くとことが異なっている。置き換えられることはあるが、
表している意味には違いが見られるのである。 
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第２章 可能表現の習得に関する一調査 
 
第１章では両言語の可能表現の定義、形式についてそれぞれの違いを整理した。この第
２章では、第１章での整理を踏まえて中国で使用されている日本語の教科書における可能
表現の扱いを調査し、さらに、中国語母語日本語学習者を対象としてアンケートを実施し、
そのデータに基いて可能表現の使用実態を分析して、問題点を記述する。 
 
2.1 はじめに 
 
 中国人日本語学習者が日本語の可能表現を使用する際、可能形を過剰に使用する場合が
多いと指摘されるが、一方、必要な箇所に使用しないケースもある。例えば、「私はケー
キがうまく焼けた」という場合に、中国人日本語学習者は「焼けた」を使わず、「焼いた」
をしばしば用いる。これには母語の可能表現の影響があるのではないかと思われる。つま
り、中国人日本語学習者は可能の意味があれば可能表現を使うが、可能の意味がなければ、
可能表現を使わない（2.3 を参照）ということが考えられる。また、学習する時に使われ
ている教科書にも問題があるのではないかと疑われる。渋谷（1998）、張麟声（2003）な
どの研究（後述）では、中国人日本語学習者の可能形の過剰な使用について述べているが、
可能形を使用しない場合については言及されていないようである。本節では中国語母語日
本語学習者の使用実態を通して可能表現習得における問題点を明らかにしたい。 
 
2.2日本語可能表現の意味分類 
 
『初級を教える人のための日本語文法ハンドブック』（2002、スリーエーネットワーク）10で
は、ある人物（またはそれに類するもの）がある動作や状態を実現する能力を持つ（また
持たない）ことを表す表現を可能表現と言い、それには、動詞の可能形、「～コトガデキ
ル」や自動詞（自発）の他、「～ウル／エル」や不可能の意味の「～かねる」などがある
ことを紹介した上で、文法的特徴から四つに分けて考えることができると述べている。 
 
                                                   
10 『初級を教える人のための日本語文法ハンドブック』（2002）、 
25 
 
①人などの能力が実現したことを表す場合 
（１）一晩かかってレポートがやっと書けた。 
②人などの潜在的な能力を表す場合 
（２）僕にはそんな難しい問題は解けない。 
③目的語の潜在的な被動作の可能性を表す場合 
動作主の存在は薄れ、ガ格で表されるものや人が一般的に動作を受ける可能性がある
かどうかを表す。 
（3）あのかえるは食べられます。  
④目的語の潜在的な被動作の可能性を表しながら同時に話し手が属性の判断をする場合 
（4）この酒は飲める。（＝「おいしい」という評価）  
 
例文（2）～（4）では動作主「僕」の能力、「蛙」が食べ物となるかの可能性、「お酒」
の属性などの潜在的な「能力、可能性、属性」を表している。 
 
 一方、例文（1）は「動作や状態が実現したかどうか」を表し、「能力、可能性、属性」
より「実現」に焦点化している。 
 
2.3 中国語との対応 
 
2.2.の例文（１）～（４）を中国語に翻訳すると、以下の通りである。 
 
（１'）用了一晚上终于写完了报告。（結果補語） 
（２'）我解不开这么难的题。（可能補語） 
（３'）这只青蛙能吃。（可能助動詞） 
（４'）这种酒能喝。（可能助動詞） 
 
山田（2008）は、「現代中国語では、動作の状態が可能か不可能かを表すのが可能補語
であり、動作が完成したかどうか、実現されたかどうかを表すのが結果補語である。日本
語では、これらの補語の理解を混同し、日本語から中国語へ翻訳する際の誤用が多い。」
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と指摘している。この見解に従えば、例文（2'）（3'）（４'）は日本語の可能表現に対応
するが、例文（1'）は結果補語しか対応しないことになる。 
また、馬俊栄（2009）によれば、「日本語の潜在的可能を表す用法は中国語可能表現に
訳すことが容易にできると考えられる。しかし、日本語可能表現タ形用法における実現済
みのことがらを表す表現、厳密に言えば重点を結果においた表現については、中国語可能
表現の形式で表せない場合がほとんどである」と述べている。従って、中国人日本語学習
者にとって、可能の意味があれば、可能表現を使うが、可能の意味がなければ、可能表現
を使わないことになる。日本語では「可能表現」を用いるのに、中国語で「可能表現」を
用いない場合は、使用回避の原因があるのではないかということが推測できる。 
 
 張威（1998）は中国人の母語干渉について、「中国語話者の日本語学習者の頭の中で
は、『この窓はどうしても開かない』というような状況は可能表現の形式でなければ、表
すことができないものとして認識されている。これは中国語で上のような状況を表現する
時、通常『这个窗子怎么也打不开』のように可能補語の形式をとるということからも明ら
かである」と分析している。 
  
 山田（2008）、馬俊栄（2009）、張威（1998）は、それぞれ中国語話者の母語干渉から回
避使用と過剰使用の原因を分析している。ただ、中国人学習者の使用実態を具体的に踏ま
えているわけではない。また、この誤用は誤用原因として母語干渉だと言えるのであろう
か。学習者が日本語を習得する際に、教科書の問題も考えるべきではないかと考える。こ
こでは、学習者の使用実態を通して、可能表現の習得における問題点を見てみる。 
 
 
2.4 調査の目的とその方法 
 
 教科書の可能表現について扱いの状況を整理し、その上でアンケートによる実態調査、
インタビューによる意識調査を実施した。中国人学習者がどのように日本語可能表現を使
用しているのか、また、誤用が見られる場合、その回避使用と過剰使用の要因を使用の実
情に照らして探ることを目的とする。 
27 
 
 
 2.4.1 中国の大学で使われている日本語教科書 
 
調査対象とする教科書は以下の 5点である。 
1） 周平、陳小芬編（1998）、『新编日语』１・２、上海外語教育出版社  
2）彭廣陸、総主編（2005）、『综合日语』（合計４冊）、北京大学出版社 
3）清華大学外国語系編（2007）『新世纪日本语教程』外语教学与研究出版社 
4）株式会社 スリーエーネットワーク編（1999）、『大家的日本语』初級Ⅰ・Ⅱ大新書局 
5）人民教育出版社・光村図書出版株式会社編（2008）、『新版中日交流 标准日本语』初級
上・下、人民教育出版社 
中国の大学における日本語学習の初級段階では、基礎言語知識と運用の練習を目的とし
ている。今回、中国で一般的に使われている教科書と市販されている日本語教科書を調査
対象として取り上げる。まず、初級段階で広く使われている教科書としては、『新編日語』
全４冊がある。最近では、『総合日語』全４冊も使用されている。また、第二外国語とし
て教育部大学で薦められている『新世紀日本語教程』、『大家的日本語』、『新版中日交流標
準日本語』もあり、これらを調査対象とした。 
 
2.4.2 教科書における提出位置の一覧 
以上の教科書における可能表現の文型の取り扱い方をまとめると、【表１】のようであ
る。 
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表１ 
番
号 
教科書 提出冊 「可能表現」提出課 
例文 学
習
者 
 
1 
 
 
『新编日语』 
 
第１冊 L11 
「～できる」、 
「～コトガデキ
ル」 
わたしは英語の新聞を読むことができます。 
あなたは野球ができますか。 
学
学
生 
第２冊 L８ 
動詞の可能態：「れ
る」、「られる」、「で
きる」 
寒い冬の朝はなかなか起きられません。 
バスが込んで乗れませんでした。あした、用事
があるので来られません。 
２ 
『综合日语』（修
訂版） 
第１冊 
 
L10 「Nが見えます」 そこから天安門広場がぜんぶ見えます。 
学
生 
L12 
「Nができる」、 
動詞の可能態、 
れる／られる 
「V ることができ
る」 
王さんはテニスができます。 
わたしはさしみが食べられません。 
王さんは英語が話せます。 
高橋さんは昨日のパーティに参加できません
でした。 
第２冊  無し  
第３冊 L７ ～うる 
確かに外国人労働者が増えればそういう問題
も起こりうるだろう。 
第４冊       無し  
3 
『新世纪日本语
教程』 
全１冊 
L13 
「～ことができま
す」、 
井上さんは 500メートル泳ぐことが出来ます。 
杉本さんは中国語を話すことができます。 
学
生
／
一
般
社
会
人 
可能動詞：できる
（「する」の可能
形） 
わたしは車の運転ができません。 
今日は休館日で、見学できません。 
L27 
可能動詞、可能助
動詞「られる」 
海外にも自由に行ける。 
毎日、おいしい料理が食べられる。 
李さんは最近忙しいので、明日のパーティーに
は来られないでしょう。 
４ 
『大家的日本
语』 
初級Ⅰ L18 
N / V（辞書形）こ
と+ができます 
ミラーさんは漢字を読むことができます。 
雪が沢山降りましたから、ことしはスキーがで
きます。 
学
生
／
一
般
社
会
人 
初級Ⅱ L27 
・動詞の可能形、 
・可能文、 
・見えます・聞こ
えます、 
 
・できます 
 
わたしは日本語が少し話せます。 
山の上から町が見えます。 
新宿で今黒沢の映画が見られます。 
電話で天気予報が聞けます。 
ラジオの音が聞こえます。 
駅の前に大きいスーパーができました。 
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表１を見ると、今回調査した教科書の中で、1と２では、可能表現の内容がほとんど第
１、２冊で取り上げられている。１は文型「～ことができる」→「可能形」という順番で
提示しているが、２は「見える」→「N ができる」→「可能形」→「V ることができる」
という順で説明している。両者が共通しているのはどちらでも「～できる」「～ことがで
きる」と可能形を中心にして述べている点である。また。第二外国語11の教科書として使
われている 3、４、５でも同じように「～できる」「～ことができる」と可能形（態）の
二つの表現を取り上げている。しかし、4と 5は単独で「見えます・見られます」を一つ
の文法項目として挙げているが、「見えます」は自動詞であり、「見られます」は可能形で
あるという説明はない。この 5種類の教科書は 2だけ、「～うる」を取り上げている。 
また、表１から見ると、どのようにして動詞基本形から可能形を導くのかを中心に解説
していることが知られる。また日本語可能表現の用法も次のように取り上げている。 
 
① 自動詞で可能を表すもの 
② 人の能力や動作（事柄）の可能性を表すもの 
 
まず、自動詞で可能の意を表すものについては、教科書 2、４と５が文法の説明で取り
上げている。しかも、2 の『综合日语』の第１冊は「N が見えます」のような文型を紹介
し、「見える」だけの説明があった。これが中国語の可能表現「看得见、看得到」に対応
すると述べている。下記の例文を取り上げている。 
 
 ・そこから天安門広場がぜんぶ見えます。（『综合日语』） 
 ・あそこに、故宮が見えますね。（同上） 
                                                   
11 第二外国語は専門とする言語以外の外国語である。例えば、4 年制大学で日本語を専門とする日本語科の学生が
英語／ドイツ語（日本語以外の言語）を履修する。 
５ 
『新版 中日交
流标准日本语』 
上 L20 
動詞基本形+こと
ができます 
李さんは車を運転することができますか。 一
般
社
会
人 
下 L38 
可能形、 
見えます・見られ
ます 
李さんは日本語が話せます。 
外は暗くて、何にも見えません。 
上野動物園ではパンダが見られます。 
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 ・景山公園から、故宮が見えるんですか。（同上） 
 
上の３つの「見える」は自動詞であり、「可能」の意を含む。中国人学習者にとって理
解しやすいと思われる12。難しい点は「見える」以外の自動詞が出現した場合に、認識で
きるかどうかの問題である。「見える」のほかにも日常よく使われる自動詞の紹介が必要
であると考える。これに対し、5 の『新版中日交流标准日本语』では、「見えます」は人
間あるいは動物の「視覚が働いて物を視覚できる」という意味を表すが、人的な、外部的
な条件による場合は「見られます」を使う（「聞けます」と「聞こえます」も同じ）こと
について述べている。 
 ・外は暗くて、何も見えません。（外头黑，什么也看不见。） 
 ・上野動物園ではパンダが見られます。（在上野动物园可以看到熊猫。） 
  
のような例を取り上げている。 
しかし、この説明は習得には必ずしも十分ではないと考える。「見える」「見られる」「見
ることができる」は、みな「見る」という動詞の可能の意味を含む表現であるが、意味に
はそれぞれ違いがある。しかし、教科書はこの３つの意味上の異なりについての説明が簡
略で記述が多くない。 
 
また、②人の能力や動作（事柄）の可能性を表す形式は、人の能力や動作の可能を表す
ものについて、５種類のどの教科書でも言及している。下記のような例文によって紹介さ
れる。 
 
・日本語で買い物ができますか。（『综合日语』） 
・ミラーさんは漢字が読めます。（『大家的日本语』） 
・寒い冬の朝はなかなか起きられません。（『新编日语』） 
・戴さんはお寿司が食べられますか。（『新版 中日交流标准日本语』） 
・杉下さんは中国語を話すことができます。（『新世纪日本语教程』） 
 
                                                   
12 『新編日本語２』Ｌ1で単語表にある「見える」（Ⅴ自）：「看得见」、Ｌ14での単語表にある「見える」（Ⅴ自）：「看
到／看得见」と書いているため、学習者は「見える」に可能の意味が含意されると理解している。 
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上の例文はいずれも能力（動作）可能を表している。中国語の可能表現に対応する。中
国人学習者にとってこの用法は中国語との対応がきちとんとしていて難しくはない。ただ
し、日本語の可能表現を使用する際には、助詞「が」が用いられ、中国語にはで助詞「が」
のようなものがないため、中国人学習者は苦手とするところである。「が」の使用という
点については５種類のどの教科書にも説明があり、注意を払っている。 
しかし、「～ウル／エル」について、この形式が事柄の成立する可能性を表すことにつ
いては、『综合日语』の第３冊でしか述べておらず。下のような例を取り上げるにとどめ
る。 
・その絵のすばらしさはとても言葉で表しうるものではない。 
・彼が失敗するなんてありえない。 
・彼の自殺は誰もが予期しえなかったことだけに、そのショックは大きかった。 
 
上の 3つの文の「～ウル／エル」は動詞連用形に付く。上記の教科書では「～うる／
えない」は「ことができる／ことができない」の硬い表現形式であり、中国語の「能／不
能」に相当するとしか述べていない。 
 
2.5 教科書における可能表現に関する記述の日本語教育上の問題点 
 
今回扱ったこの 5種類の教科書は、総じて可能表現に関する説明があまり多いとは言え
ない。説明も例文も少ないと言える。『新编日语』と『综合日语』の第 1、2冊は大学１年
生が 1年間で前期と後期に分け、習得するようになっており、2年生で、第 3、4冊目を 1
年間で習得する。この第 3、4 冊には可能表現の内容がほとんど出ていない。1 と２の対
象は主に大学で日本語を専門とする日本語学科の学生であるので、3、4 と 5 より、文法
の説明が詳しい。 
そして、今回調査した５種類の教科書はいずれも「～コトガデキル」、「可能形」を提示
する。日本語また日本語能力試験の出題基準に従い、「～コトガデキル」と「可能形」を
初級、「～ウル／エル」を中級という順で取り上げるか、あるいは「～ウル／エル」には
触れない教科書もある。従って、日本語学習者が教科書の影響を受け、最初に定着する用
法は「コトがデキル」と「可能形」なので、「～ウル／エル」が全く使えなくなる可能性
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も考えられる。そのなかで、2の『综合日语』だけは動詞連用形＋「～ウル／エル」を取
り上げている。 
一般に文語的で固い表現と説かれるこの形式は、実際には日本語のドラマや小説のセリ
フにおいてはこの形もしばしば現れる13。また、「彼はフランス語が話しうる」のような
誤用も見られる14こともある。それゆえ、教科書の中で「～ウル／エル」を全く扱わない
とすれば問題があると考える。 
 また、「見える」、「見られる」、「見ることができる」（「聞こえる」、「聞ける」、「聞くこ
とができる」）について、今回扱っていた教科書の中では、2、4と 5が言及している。「見
える」「聞こえる」のほかにも自動詞の「分かる、入る」などが可能を表すことがある。
例えば、「テーブルが大きいから、トラックに入らない」の類の表現で。こういった自動
詞にはその対応する他動詞の表す行為の結果、その行為を受ける対象に起こる変化を表す
ものが多い。否定形で使われる場合、その行為の対象物がその結果や変化を達成すること
ができない状態にあるという意味を表す。これは中国人日本語学習者にとって理解が難し
く、習得が困難なところである。 
 
2.6 可能表現の習得に関する調査 
 
2.6.１ 調査の方法と対象 
 
調査対象は 30 人の中国人日本語学習者で、既にＮ１15を取得しており、日本語学習歴
５年以上、日本での滞在歴５年以上の人達である。調査の方法はアンケートを配り、文の
穴埋めを書いてもらい、回収後、データの結果について、インタビューすることにした。 
 
2.6.2 アンケート文の作成について 
先行研究と教科書の調査を踏まえ、14 の文を作成した。そのうち、①〜⑥、⑩〜⑭は
中国語を日本語に訳し、⑦〜⑨は日本語から中国語に訳した文である。アンケート文の作
成意図は主として次の３点である。 
                                                   
13  呉志寧（2015）『国語白百合 46』P93 
14 呉志寧（2014）『国文白百合 45』P117  
15 日本語能力試験は日本語を母語としない人を対象に日本語能力を認定する検定試験である。2010 年の改定で、
N1～N5 の 5 段階になった。 
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Ⅰ．「れる・られる」、「ことができる」で可能を表す場合；アンケート文①～⑨ 
このうち、①は「能」文で、②は「会」文で、両方とも能力可能である。③は条件可能
である。④〜⑥は属性可能である。さらに、④は事物の価値判断で、⑤は事物に対する評
価で、⑥は事物の本来の性質を表わしており、⑦〜⑨は人などの能力が実現していること
を表わす場合である。 
Ⅱ．自動詞で可能を表す場合；アンケート文⑩～⑫ 
張威（1998）の着目した可能表現についての調査である。⑩は肯定文、⑪と⑫は否定文
である。さらに、⑪は動作主の能力が関係する可能であり、⑫は条件による可能である。 
 Ⅲ．「～うる／～える」で可能性を表す場合；アンケート⑬～⑭ 
 このうち、⑬は無意志動詞で、⑭は意志動詞である。 
上の 3つの分類による 14の調査文を対象として日本語で穴埋めをしてもらい、日本語
と比較し、被験者の答案から両言語の可能表現が対応するものと対応しないものの正答率
を表にして示すこととした。 
 
2.6.3 アンケート文16 
 
 アンケートの調査に用いた中国語文と対応する日本語文を以下に挙げる。 
 
 ①ａ太郎能游 500米。  
ｂ太郎は 500メートル泳げる。 
 ②ａ你会打棒球吗？  
ｂあなたは野球ができますか。 
 ③ａ这个游泳池是室内的，一整年都能游。 
  ｂこのプールは室内なので、一年中泳げる。 
④a这张床能睡得很舒服。 
 ｂこのベッドはよく寝られる。 
 ⑤ａ这个夹子能夹得很紧。 
                                                   
16 本章の最後に別紙を添付する。 
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  ｂこの挟みはしっかりとモノを挟める。 
 ⑥ａ这台电脑能用。 
  ｂこのパソコンは使える。 
⑦ａ昨日、久々に手紙が書けた。 
  ｂ好久没写信，昨天写了一封。 
 ⑧ａようやくそこに行けた。 
  ｂ终于去了那儿。 
⑨ａ太郎が泳いてみたら、500メートル泳げた。  
   ｂ太郎试游了一下，游完了 500米。   
 ⑩ａ只要喝药就能治好。 
 ｂ薬を飲めば治る。 
⑪ａ她的力气打不开罐头盖。 
  ｂ缶詰の蓋は彼女の力では開かない。 
 ⑫ａ书很多，这个包装不下。    
  ｂ本が多いので、このカバンに入らない。 
 ⑬a的确，外国工人增加以后会发生这种问题。  
  ｂ確かに外国人労働者が増えればそういう問題も起こり得るだろう。 
 ⑭a那幅画的精彩之处是不能用语言表达的。   
  ｂその絵の素晴らしさは、とても言葉で表しうるものではない。 
 
 
2.6.4 アンケートのデータのまとめ 
  2.6.3 の調査文①～⑥、⑬と⑭は両言語の可能表現が対応している。調査文⑦～⑨で
は、日本語では可能表現を使用するが、中国語では可能表現を使用しない。⑩～⑪では、
日本語の自動詞で表すが、中国語の可能表現しか対応しない。このようなズレに対して、
学習者の使用実態は下記の通りである。 
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表２.各問題の正答率の結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）小数第二位を四捨五入して算出している。 
 
 
表２を見ると、分類Ⅰの中で、調査文①～⑥の正解率はほとんど５０％以上であって、
ほとんどの被験者が可能表現を使用していることが分かる。だが、不正解の中で調査文①
を「太郎は 500 メートル泳いだ。」のように「泳いだ」で埋める被験者が２人いた。ほか
には「している」という答えもあった。調査文②には被験者全員正解なので、技術を習得
する“会”は日本語の「～コトガデキル」に相当するという認識は定着しているようだ。
調査文③では、中国語の表し方と近いことにより、被験者が可能表現を使用するという傾
向が見られる。 
しかし、調査文④～⑥では正解率が調査文①～③より低くなっている。中国語では性質
 No   正答率 
分類Ⅰ 
① 86.7％ 
③  100％ 
③ 86.7％ 
④ 56.7％ 
④  50.0％ 
⑥ 66.7％ 
⑦ 33.3％ 
⑧ 30.0％ 
⑨ 26.7％ 
分類Ⅱ ⑩ 30.0％ 
⑪ 20.0％ 
⑫ 23.3％ 
分類Ⅲ ⑬ 16.7％ 
⑭ 13.3％ 
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を表す場合にも可能表現が使われるが、「目的語の潜在的な被動作の可能性を表しながら
同時に話し手が属性の判断をする場合」という用法ついては被験者の使用率が低い。 
調査文⑦～⑨に「書けた」「行けた」「泳いだ」を使用する被験者はそれぞれ 33.3％、
30.0％、26.7％で少なく、正解した被験者はほとんど日本語学習歴 7、8 年間の長きに及
ぶ者であった。不正解の割合の高くなったことについては、母国語の干渉の可能性が考え
られる。調査文⑦の“写了”、調査文⑧の“去了”、調査文⑨の“游完了”から分かるよう
にいずれも可能表現が使われていない。「完了を表す」“了”と「結果補語」が使われてい
る。調査文⑦～⑨のような時間軸で過去のことを表す実現系可能は中国語の可能表現には
翻訳しにくく、完了の“了”や結果補語などの非可能表現に当たるものが多いと考える。
過去の「タ形」では、「書けた」と「書いた」のどちらも中国語の「写完了」という結果
補語で表すので、中国人学習者にとって、この使い方は難しいと思われる。 
調査文⑩～⑫では、3つの文の正解率は 30.0％程度かそれ未満である。被験者の学習年
数と関わりがあり、４年、5年日本に生活していた被験者の正解率が低いが、７、８年間
日本にいた被験者の正解率が高い。この 3つの文の答案についてインタビューしたところ、
日本での滞在が長い被験者は「開けない」という言い方から「開かない」の言い方に変え
たそうである。また、不正解の中で「治れられる」、「入（はい）れません」「入れられる」
という答案も多かった。これについてインタビューしたところ、「能治好」は「可能表現」
で、対応する日本語動詞は「治る」であるため、これを可能形に変形して、「治れられる」
になってしまったという回答を得た。 
調査文⑬と⑭の正解率は 20％未満である。「起これうる」、「表れうる」という答えがあ
った。また、未回答とする被験者も多かった。これについてインタビューしたところ、「～
ウル／エル」の使い方が分からなかった。または学習したことがないとの回答であった。 
 
2.7 まとめ 
 
本節はアンケートの結果から、自動詞であり、また可能の意味を持つ表現の習得が最も
難しいということが分かった。その要因としては、中国人日本語学習者は可能形ではない
と可能表現ではないという思い込み（つまり母国語干渉）によるものと考えられる。教科
書ではこのような自動詞で可能を表す表現がほとんど提示されていない。 
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また、「～ウル／エル」に言及する教科書がほとんどないために、「～ウル／エル」の形
式は実際には使えないということも判明した。日本語教育現場では、「～ウル／エル」に
ついて、どのように教えればよいかについては次章以降でさらに考察を加えてゆくことと
する。ただし、今回は分析対象を初級の教科書を限定し、アンケート調査の人数も限られ
ているため、中上級の教科書も対象にし、さらに調査対象の範囲を広げる必要があると考
えている。 
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アンケート調査用紙 
調査にご協力くださる方々へ 
 本アンケートは博士論文を作成するために作られたものです。無記名で、以下で記入し
ていただいた情報は、博士論文の作成の以外には使用いたしませんので、ご協力ください
ますようお願いします。 
１．年齢： １０代  ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 
２．日本語勉強時間（外国人のみ）：  
          1年以下  1年から 3年  3年から 5年   5年以上 
３．日本に滞在時間（外国人のみ）：  
     1年以下  1年から 3年  3年から 5年   5年以上 
    
                    白百合女子大学 言語・文学専攻 呉志寧 
２０１4年１2月  
 
 
問題：以下の 14問ａ文の下線部分をそれぞれ日本語や中国語に翻訳してください。 
① a太郎能游 500米。  
ｂ太郎は 500メートル     。 
② 你会打棒球吗？  
ｂあなたは野球が    か。 
③ ａ这个游泳池是室内的，一整年都能游。 
  ｂこのプールは室内なので、一年中     。 
④ a这张床能睡得很舒服。 
 ｂこのベッドはよく     。 
⑤ a这个夹子能夹得很紧。 
  ｂこの挟みはしっかりとモノを      。 
⑥ a这台电脑能用。 
  ｂこのパソコンは     。 
⑦ ａ昨日、久々に手紙が書けた。 
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 ｂ好久没写信，昨天          。 
⑧ ようやくそこに行けた。 
 ｂ终于       那儿。 
⑨ a太郎が泳いてみたら、500メートル泳げた。  
  b太郎试游了一下，            500米。   
⑩ 只要喝药就能治好。 
 ｂ薬を飲めば          。 
⑪ 她的力气打不开罐头盖。 
  ｂ缶詰の蓋は彼女の力では           。 
⑫ 书很多，这个包装不下。    
  ｂ本が多いので、このカバンに            。 
⑬ a的确，外国工人增加以后会发生这种问题。 （～得る） 
  ｂ確かに外国人労働者が増えればそういう問題も           だろう。 
⑭ a那幅画的精彩之处是不能用语言表达的。  （～得る） 
  ｂその絵の素晴らしさは、とても言葉で      ものではない。 
 
 
ご協力ありがとうございました。 
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第 3章 可能表現おける「～ウル／エル17」について 
 
 第 2章では、中国人日本語学習者を対象として、可能表現の使用実態についてのアンケ
ート調査を実施した。結果から見ると、第 3章で見たように「～ウル／エル」に言及する
教科書がほとんどないことが、「～ウル／エル」が習得できないことになるのではないか
と思われる。この章では、日本語と中国語を対照しつつ分析し、可能表現「～ウル／エル」
を中国語と比較し、可能形式の一つと言われる「～ウル／エル」の位置づけを試みること
とする。 
 
3.1 はじめに 
 
中国人日本語学習者が日本語の可能表現を習得しようとして、可能形式の一つと言われ
る「～ウル／エル」を用いて、次のような文を作成した。 
   例 1※王さんは 100メートルを 10秒で走り得る。 
 
 
   例 2※彼はフランス語が話しうる。 
 筆者は大学時代に可能表現形式「～ウル／エル」は「～コトガデキル」の硬い表現形式
であり、中国語の「能」に相当すると教わった。一見すると対応しているようでもあるが
例 1、例 2は明らかに不自然であり、日本語学習者にとって誤用や混乱を招きやすい表現
形式の一つであると見られる。 
  
3.2 日本語の認識可能に関する従来の研究 
 
 いわゆる可能表現というのは、あるものが、何ごとかをすることができる状態にある、
または、そのことをする能力があるということを表すと寺村（1982）は言っている。日本
語の可能表現について、これまで多くの研究者によって様々な立場から研究が行われてき
た。 
                                                   
17『新版日本語教育事典』（2005）によれば、「～ウル／エル」は動詞の連用形に付く。辞書形は「うる／える」どち
らの形もあるが、マス形「えます」否定形は「えない」タ形は「えた」のみ。 
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「可能態をとることのできる動詞」は「意志的な動作を表すもの（〔＋意志〕でなけれ
ばならない）と寺村（1982）は次のように述べている。日本語の可能表現は動詞の意志性
に深く関わり、無意志動詞は可能表現に用いられにくい。また ソウイウ事ハ アリ得ル
／アリ得ナイ 、ソウイウ事モ起リ得ヨウ（※起レヨウ）という言い方は文語的な文脈に
限定されているといってよいだろうと言う。 
 ・そういうことは起こり得る。（寺村 1982：269） 
金子（1980）は「現代日本語の標準語における可能表現の内部には、文法的な意味の観
点から見て、まず基本的に区別されなければならない二つの意味領域がある」と定義し、
日本語の可能表現を「能力可能」と「認識の可能」と二つに分けた。金子によれば、「も
ととなるうごきの内容を実現するためのちからが主体にある／ちからを主体がもつ」また
は「ある質的なものごと・価値的なものごとのもちぬしはその点に関して評価をうける対
象となるちからをもつ」ことを意味するのは〈ちから（能力）〉の可能であり、〈認識の可
能〉は「“みこみ”の存在を問題にする可能」である。そして、この〈認識の可能〉は、
動詞の“単語作りの要素”に「～うる／える」をくみあわせることによって得られる“あ
わせ動詞”にしか存在し得ず、その他の可能表現の形式が持たない用法であると指摘して
いる。 
認識の可能の例として金子は次のようなものを挙げている。 
……神ならぬ人間が過ちを犯しうる可能性……（金子 1980） 
行政指導に問題があれば、国の責任も生じうる。（金子 1980） 
      
 以上の 2つの文からもわかるように、いわゆる認識可能の表す意味は、つまりある物事
が実現する、あるいは存在する「認識上の可能」である。このような可能性は、あくまで
も客観的状況をもとに話し手が主観的に判断することによって決められると言うことで
ある。 
 上に述べた〈認識の可能〉は「“みこみ”の存在を問題にする可能」であるが、認識の
可能は日本語文法の可能形式の中でどこに位置付けられるのかを考えてみたい。 
 
また、渋谷（1986）は可能表現を次のように分けている。 
１動作主可能  
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 Ａ条件可能 ア）能力可能：動作主のもつある程度永続的な能力によって動作の実現が 
可能・不可能であることを表す。 
      例：私は英語が上手に話せる。（渋谷 1986：102） 
      イ）内的条件可能：動作主の一時的な気分的・肉体的条件によって動作の実
現が可能・不可能であることを表す。否定形の場合には
「～シタクナイ」の意を表す 
      例：今日は気持ちが悪くてあまりたくさんは食べられない（＝食べたくない）
（同上） 
      ウ）外的条件可能：動作主の外にある条件によって動作の実現が可能・不可
能であることを表す。否定形の場合には「～スルワケニ
ハイカナイ」の意を表す 
例：明日の午前中なら君に会えるよ。（同上） 
この川は最近汚れているから泳げない。（＝泳ぐわけにはいかない）（同
上） 
 B結果可能  遂行可能：動作の実現が可能・不可能である、あったことを表す。肯定
形の場合には「ド－ニカ最後マデヤッタ」の意を表す 
例：途中で何度もやめようとは思ったが、最後まで完走できた。（同上：103） 
 
2自発（経験者可能）：動作の実現が行為の主体の意志によらないことを表す。 
      例：彼の論文は今月中に出来上がると思われる。（同上：106） 
      例：彼の苦労話を聞いていたら、いつの間にか泣けてきた。（同上：106） 
 
3認識の可能：あるコトガラの実現の可能性を言う。 
 ここで特に注目すべきは〞認識の可能〞の一類である。 
渋谷(1986)は「〞認識の可能〞について、 
・彼が遅刻することは十分あり得る。 
・将来、東海地震が起こり得る。 
などの例を挙げ、一般に無意志動詞についてことがらの成立する可能性を表すことが多い
が、金子（1980）の挙げる次の例のように意志動詞に付加することもある。 
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・その黒池が、どうして北信濃の山中で自殺しえよう。（金子 1980：73） 
 このように、認識の可能は表層的には動作主可能と同じ形式をとるのであるが、構造的
には両者は異なる。すなわち、同じ「彼は自殺し得る」でも、動作主可能（スルコトがデ
キルで置きかえ可）の場合には、 
・彼ハ〔（彼ガ）自殺すること〕得ル 
のように、動作主〞彼〞について「得ル」と述べたてられるが、認識の可能の場合には、 
・〔彼が自殺スルコト〕（アル）得ル 
のように、〔彼が自殺スルコト〕ということがら全体に対して「（アリ）得ル」と話し手に
よって可能性の判定が下されるものである。」と述べている。 
 
最後に④について、呂（2006）の可能表現の見解を見ておく。 
呂は、金子の説（認識可能）に加えて、事態の実現に対する主体の意志的制御の度合い
によって、次のように分類した。 
ア 能力可能：ある動作または状態を実現する能力が動作・状態の担い手にあるかどうか 
       を表す。 
  ・人間は話せる動物だ。（呂 2006：54） 
  ・彼女は車が運転できる。（同上：54） 
イ 条件可能：ある動作または状態を成立させる動作・状態の担い手の能力が何らかの条 
       件により、実現可能かどうかを表す。 
  ・花子は今日体調が悪いので、泳げない。（同上：55） 
  ・花子はお父さんの許可を得ていないので、今日は泳ぐことができない。（同上：55） 
ウ 属性可能：事物の属性が実現可能かどうかを表す表現である。 
ⅰ事物の本来的性質：日本語では、この属性は無意志動詞によって表されるのが通例 
           であり、可能表現はほとんど使用されない。 
  ・ここの桜は 4月になると※咲ける／？咲くことができる／？咲き得る（同上：56） 
 この場合は、内的条件が備わっていることを前提として、一定の外的条件が満たされれ
ば、その性質の成立は可能となる。 
 ⅱ機械などの性能： 
  ・この車は時速 100キロで走ることができる。（同上：57） 
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ⅲ事物に対する評価・事物の価値：この川は汚くて泳げない。（同上） 
エ 認識可能：金子の（1980）の「認識可能」に従う、ある事柄の成立が可能かどうかと 
       いう認識上の可能性を表す。この類の表現は事柄が成立する可能性の有無 
       に対する話し手の判断を表す。 
   
・クビになりえない人が弾核裁判にかけられるんです。（金子 1980） 
   不会被解雇的人要收到弹劾审判。 （筆者の訳）  
  
上の 4つの先行研究を私に整理してみると、表１のようになる。 
 
表１ 
 Ⅰ「（ラ）レル」 Ⅱ「～ことができる」 Ⅲ「～うる／～える」 
 
寺村 
あるものが、何ごとかをすることができる状態
にある、または、そのことをする能力がある。
Ⅰ、Ⅱを用いる 
文語的文脈に限定され
る。 
金子 能力可能はⅠ、Ⅱを用いる 認識可能 
渋谷 動作主可能と自発（経験者可能）はⅠ、Ⅱ可 金子の認識可能 
呂 能力可能、条件可能、属性可能（ウⅰ：事物の
本来的性質は不可）はⅠ、Ⅱ可 
金子の認識可能 
 
  表１を見ると、「認識可能」以外の可能表現は「～（ラ）レル」、「～コトがデキル」
を用いることができる。 
一般的に、可能形は「～（ラ）レル」、「ことができる」、「～ウル／エル」の三つがある
と言われ、「～（ラ）レル」と「～コトがデキル」はほぼ相互に言い換えられることがで
きると言われているが、「～ウル／エル」と他の可能表現との違いについての言及は乏し
いようである。筆者は大学時代に教科書で「得る」を可能表現の１つだと習ったが、その
使い方までは学習しなかった。このように、日本語教育現場では必ずしも重視されていな
いため、中国人日本語学習者は「～ウル／エル」を可能形として用い、冒頭に挙げたよう
な誤用文を作ってしまうのではないかと考える。 
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 本章では、日本語の可能表現のひとつとされる「～ウル／エル」を、金子の「認識可能」
という概念をもとに考えてみたいと思う。 
 
3.3  「～ウル／エル」の考察 
 
 例１※王さんは 100メートルを 10秒で走り得る。 
 例 2※彼はフランス語が話しうる。 
 冒頭に挙げた例 1と例２は非文である。この誤用には、どのような原因が考えられるの
であろうか。 
 
3.3.1.  「～ウル／エル」が可能形に変換できる場合 
 
まず、『コーパス少納言』によって得られた次の例文に基づき分析してみたい。 
 
  ・単に健康というにすぎない千人の芸術家を擁する一族が代々にわたってただの一項 
   目すら作りえないようなものを、ことごとく、癲癇やその他の発作の合間に、三十 
   年間で創造してしまう」              『プルースト評論選』2002 
 ・文体論は美妙が得意とするところであった。詩は哲学であり、詩人は「哲学者と同 
  胞の実を表し得る」ものでなくてはならぬと大上段に主張した。たとえば、天地自 
  然の美を見、美を感じ……               『美妙、消えた。』2001 
 ・言を左右にするなど甚だしく不誠実な証言内容に終始していることに徴して全く信 
  用しえない」と一刀両断に斬り捨てられている。 
                       『ロッキード裁判とその時代』1994 
 ・……のような形態をしているにちがいないと主張しているわけでもない。「彗星に
は、人間が観測しうる狭い範囲に存在するものとは大きく異なる存在が居住するのか
も知れない。                『地球外生命論争 1750-1900』2001 
 ・豊かな完成と柔軟な思考を有し、基本的には 2年間で論文を完成させうる研究能力 
  を有していること。            『京都造形芸術大学募集概要』2014 
 ・また、いざとなれば首相は解散権を行使して、多数与党状態になしえる。その逆に 
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  マイナス効果と思われることは、首相公選制はいわば政党より個人に重点を……   
『政策秘書が書く国会議員改革』2003 
 
例をみると、〞作りえない、表し得る、信用しえない、観測しうる、完成させうる、
なしえる〞は、それぞれ“理解できない、作れない、表せる、信用できない、話せない、
観測できる、完成できる、できる”などと可能形（可能動詞）に言い変えられるようであ
る。「～（ラ）レル」と変換可能であるということは、これらの動詞“作る、表す、信用
する、観測する、完成する、なす”は「可能態をとることのできる動詞は意志的な動作を
表すものでなければならない（寺村）」とあるように、意志を持つ動詞であり、動作主体
の意志を表している。ただし、上記の例文を見られる動作主体は、特定の個人（例：王さ
ん）でなく、「芸術家」、「詩人」、「人間」など不特定で抽象的な範疇に属するものである。 
つまり、「～ウル／エル」が可能形に変換できる場合、意志動詞でかつ動作主体が特
定の個人でない場合といえる。しかし、可能形に変換できない場合もある。次の 3.3.2
を見る。 
  
3.3.2.  「～ウル／エル」が可能形に変換できない場合 
 
 ・全く、どんな事でも起り得るのだと思うで、深く懼れた。しかし、何故こんな事に 
 ・なったの。分らぬ。           『見上げれば星は天に満ちて』2005 
  ・深い水の底に一條の光が高みから射し入っているような明るさも漂う。現実に起り 
   得ない事件がいくら起っても、最後まで落着いた気分で読み通せるのは、訳者の文 
   章力に負うと……                  『毎日新聞』2004.11.7 
 ・ヒプノティック（催眠的）でありながらイマジネイティブ。視覚でも言葉でもあり 
  えない、音の持つ力を感じた夜だった。（小野島大・音楽評論家）ライブはほとん
ど真っ暗闇で……                『朝日新聞』夕刊 2005.6.13 
 ・店内でこれだけの大きな物音を立てているのに、誰ひとり様子を見に来ないなんて 
  ことがありえるだろうか？ いや、ない！ ―と断言したかったユキトは、でも、 
  必死の思いでマントル……                『恋する速度』2004 
 ・連鎖的な破綻が国際的な規模で生じうるようになったのである。 
47 
 
『金融グローバル化の危機』2001    
 
上記の動詞（下線部）は可能形（「～（ラ）レル」）に変換できないようである（例：起
こりうる／＊起これる）。これらの動詞〞起こる、ある、生じる〞を見ると、これらは無
意志動詞であることが分かる。 
よって、「動詞＋得る」において、前接する動詞が無意志動詞の場合、可能形（「～（ラ）
レル」）に変換できないが、3.3.1 で述べたように意志動詞でかつ主体が特定していない
場合は変換可能である。意志動詞からつくられる可能形が、話し言葉で使われるのに対し
て、「意志動詞＋うる／える」は一般に書き言葉で用いられるという文体差で概ね説明す
ることができると思われる。一方「無意志動詞＋ウル／エル」は、どのように用いられる
のであろう。これらは可能性を表したり、「ありえない」など慣用的に使われる例も見ら
れる。ここで金子の「認識の可能」において考えると、金子は、認識上の可能性がある（も
しくはない）により、話し手が事柄についての実現の可能性について述べる、つまり肯定
形の場合は「～可能性がある」であり、否定形の場合は「～可能性がない」となる。それ
に、前述（3.2）のように金子(1980)は「能力可能」と「認識可能」に分け、「～ウル／エ
ル」は認識可能となる。「動詞＋れる／られる」は能力可能であるから、「～ウル／エル」
は「能力可能」は表わさないというように理解してもよかろう。よって、「～ウル／エル」
が意志動詞の場合、可能形に変換できるということは、「～ウル／エル」と可能形の表す
意味に一部重なるものがあると考えられる。つまり、例えば、「語りえる」は「語れる」
も「語ることができる」ということも表している。 
 
3.4  認識可能の表現形式の考察 
 
  ・秋红就在一旁厉声叱责道，哭什么哭？腿断了又接不回去，光知道哭，哭有什么用？ 
                                     『刺』 
秋紅が傍らで荒々しく怒鳴った。「何を泣くの？足は切れちゃったんだからつなが
るわけないでしょ。泣くことしか知らないみたいけど、泣いて何になるの？」 
 
この文は、秋紅が当時の医術の不足を理由にして、「つながる可能性はない」という「見
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込みがない」ことを述べている。中国語の「接不回去」は可能補語を使って「可能」を表
現し、日本語にすると「つながるはずがない」、「～わけがない」、「～可能性がない」など
とも言え、「つながりえない」の意にもとれる。 
  ・“那么多女孩子去拍照，照相馆会不会弄错？”  
  “怎么会呢？”                            『孤』 
  「あんなに大勢の娘っ子が写真を取りに行って、写真館は間違わないんだろうか？」 
「そんなこと、ありっこない」『訳本』 
 
ここでは、話し手が「写真館が間違う可能性があるのではないか」という主観による質
問をして、聞き手は「ありっこない（ありえないの変形）」つまり「そんな可能性はない」
と返事している。可能表現形式として、中国語の「会」は日本語では「ありえない」の意
味を表しており、金子の説く認識可能といえる。 
  
 ・雪かきを終えた小学生に元気が残っているはずはないけど。        『新』 
   按理说，刚铲完雪的小学生，不会还这么精神的。 
 
これは、雪かきを終えた小学生に元気があるということはありえないと言っている。す
なわち、可能性はないとしている。原文の「～ハズハナイ」は訳文の「不会」に対応する。
話し手は「雪かきを終えた小学生に元気はない」と認識による可能性を述べているのであ
る。 
  
 ・そんな中でも僕が真理の姿を見逃すはずがなかった。            『青』 
   即使在这种情况下，我依然不可能看漏真理的身影。 
 
話し手にとって、真理（初恋の人）の姿だから、見逃すということはありえない。つま
り、「真理の姿を見逃しえない」となる。ここは、中国語では「不可能」になっている。
（中国語「不可能」は、日本語では「可能性がない」という意味を表わす） 
 
  ・他疲倦地摇头说：“不会吧，不会吧。”                    『寒』 
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   彼は疲れきって首を振り「そんなはずない、ない。」といいつづけた。 
 
ここ「不会吧」は「そんなこと（可能性）はない？」と話し手は可能性を強く否定して
いる。日本語の「そんなはずない」は「そんなことなんてありえない」と言い換えられる。
これも金子の認識可能を表しているのではないだろうか。 
  
  ・不是这样的男子汉，她也不会爱他。            『色』                            
   こんな男じゃなかったら、あの女も惚れはしなかっただろう。 
 
 語り手の観点からみると、あんな男でなかったら、あの女（主人公）も惚れることはあ
りえないと言っている。つまり、「惚れるわけがない」と言うことである。ここの原文「不
会」は「～ダロウ」と訳されている。 
 上記の例をみると、日本語の場合は原文も訳文もいずれもいわゆる可能表現になってい
ないが、逆に中国語の場合は原文も訳も可能表現か可能の意味を含む表現である。いわゆ
る可能文と異なるのは、動作主の能力、その動作ができるかどうかの判断ではなく、一つ
のことについて、それがあるかまたは発生することが可能か不可能か（可能性があるか、
ないか）を推測しているという点である。上記の例が「～（ラ）レル」などの可能形には
切り替えられないというのは、これら可能性を含意する表現には先行研究にある能力可能、
属性可能などの意味用法が備わっていないと考えられる。 
 金子の認識可能には可能表現に属するとされる「～ウル／エル」だけを取り上げている
が、上記の例に挙げた「～ハズガナイ」、「～ダロウ」はいずれも「～ウル／エル」の形に
なっていないけれども、金子の認識可能に近い解釈になっている。つまり、ある事柄の成
立する可能性があるかないかに対する認識である。「～ハズガナイ」、「～ダロウ」は日本
語では可能表現の範疇ではとらえられていない。しかし、「～ウル／エル」が可能表現の
ひとつであれば、「～ハズガナイ」、「～ダロウ」なども可能表現と何らかの関連が考えら
れてよい。つまり、これらも「見込み」を表わす認識の可能であり、可能性を表すことに
なる。 
 
3.5  まとめ 
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日中両言語の可能表現に関する研究において、「～ウル／エル」に相当する表現を、金
子（「認識可能」）の他は、可能表現として必ずしも重要視していないようである。日本語
教育現場も「～ウル／エル」への言及は少なく、また中国人日本語学習者はたいてい「～
ウル／エル」は中国語の「能／不能」に相当すると習うため、「～ウル／エル」を可能形
として用い、ときとして誤用文を作ってしまうことになる。また、「動詞＋～ウル／エル」
は意志動詞の場合、可能形（～ウル／エル）に変換できるが、無意志動詞の場合は変換が
できなかった。日本語教科書（筆者の場合『新編日本語』）において「～ウル／エル」に
関する説明がほとんど見られないが、やはり取り上げる必要があり、またその教授法も工
夫されるべきだと考える。 
「～ウル／エル」は「その行為を行うことができる、そのことがらが成立する可能性が
ある」という意味を表している。否定形は、「その行為を行うことはできない、そのこと
がらが成立する可能性はない」の意味である。「話せる」「走れる」などの可能を表す「Ⅴ
れる」の場合は意志的な行為を表す動詞しか用いられないが、「うる」の場合は「ありえ
ない」「起こり得る」のようなに、意志のないものも用いられる。可能を表す「Ⅴれる」
とは違って、能力を表す場合には使えない。それに、3.3.1で可能形に変換できる場合で
も、「可能性」を表している。能力を表しているではなく、「そのようになる可能性がある」
「ある事柄を成立する可能性がある」と言っている。 
また、「Ⅴマス形＋得る」の主体は意志動詞、無意志動詞両方でも用いられるが、無意
志動詞については事柄の起こる可能性、意志動詞については事柄を行う能力に関する程度
や評価を表す場合に使われる。無意志動詞の場合、可能形に変換できないが、意志動詞の
場合は、変換することが可能である。ただし、主体が有情物でありかつ特定していない場
合は使える。主体は具体的に特定する人（王さん、彼）の場合、例えば、「王さんは 100
メートルを 10秒で走り得る」という場合には使えない。 
さらに、「～ウル／エル」の形式に関連して、認識可能の意に近いと考えられる「～ハ
ズガナイ」「～ダロウ」はいわゆる日本語の可能表現には一般には含まれないが、中国語
の場合は可能表現に属している。では、「～ハズガナイ」「～ダロウ」にはどのような意味
や機能をもち、「～ウル／エル」との相違点は何かという問題が残る。また、「～ハズガナ
イ」「～ダロウ」以外にもこれと類似の形式があるかも知れない。例えば「恐れがある」
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「カモシレナイ」などである。「～ウル／エル」の考察を重ね、学習者にどのように提示
したらいいかも課題となろう。 
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第 4章 中国語“会”とそれに対応する日本語表現 
 
 前章では、「～ウル／エル」が意志動詞と非意志動詞両方とも用いられ、前者が可能
形に変換できるのに対して、後者はできないことは分かった。第４章では、さらに、中国
語“会”に対照して、認識可能の意に近いと考えられる「～ウル／エル」以外に表現形式
が存在するかを調べてみる。 
 
4.1 「～ウル／エル」の再検討 
 
 「得（う）る」については、以下のように解説されている。 
『新版 日本語教育事典』（2002）には、「実現の可能性があるという意味を表し、文章
語である。ほとんどの動詞に付くが、金田一春彦の分類による「第四種の動詞」－変化の
起こらない状態性の動詞－には付かない。「安全であり得る」のように「である」の形に
付くこともある。特に「あり得る」の形で可能性の有無を表す場合によく用いられる。」
として、次のような例文をあげている。 
① 彼が死ぬなんてことがあり得るだろうか。 
②そんなことはあり得ないことだ。 
 なお、否定形は「～え（得）ない」になるとあるが、ここでも可能表現「～ウル／エル」
は「可能性」を表すとある。 
また、小矢野（1980）は「「～ウル／エル」に用いられる動詞には、意志的動作か無意
志的作用・状態かといった制限はほとんどなく、この構造においてかなり自由に事柄の実
現可能性が表現される。しかしこれには、能力や性能を表す用法は、「貨物車を引きうる
男」や「いついかなるところでも十分な睡眠をとりうる人」のような現在形連体用法には
見られるが、現代形終止用法には認めにくいようである。」と説き、「～ウル／エル」の可
能の意味は現在形連体用法に限られるようだとする。しかし、前章に述べたように、「～
ウル／エル」は意志動詞と非意志動詞両方を用いられるが、意志動詞の場合は、具体的に
特定している人（例：あの人、誰、誰だって）には使えないことが分っている。また小矢
野（1980）は主体の範囲についての言及がない。 
金子（1980）は可能表現のいくつかの形式から「～ウル／エル」を取り上げて、「認識
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可能」と命名している。そして、このような認識の可能を表す用法は「～ウル／エル」に
よって担われ、他の可能表現の形式はもたないことを指摘している。「ある事柄が実現す
る或いは存在する“認識上の可能性”」を表す可能表現をその他の可能表現と区別して規
定された概念であると説き、「認識可能」は「“みこみ”の存在を問題にする可能」として、
「～ウル／エル」のみが「認識可能／みこみの存在」を表すという。 
この金子の論について、渋谷（1986）は可能表現と同じ形式「得ル」（その他は用いら
れない）を用いて話者の判断を表すものに、認識可能（金子（1980）の命名による）があ
る」と述べ、「あるコトガラの実現の可能性を言うが、肯定形の場合「～スルカモシレナ
イ」、否定形の場合「～スルハズガない」の意に近い」と言っている。さらに、渋谷には
「標準語における認識の可能は生産性を持たない（語彙的である）うえに、文章語的なニ
ュアンスを持つ。したがって、可能の意味の一項として認識の可能をたてるとはいえ、そ
の標準語における位置は極めて周辺的である」という指摘もある。 
 
以上のように、「～ウル／エル」は可能表現に含める場合にも他の可能表現と異なり、
「可能性」の意味を持つことと規定されている。 
次に、「～ウル／エル」が中国語ではどのように表されているかを見てみる。 
①常識は変わり得る。（金子 1981） 
→変わる可能性を示す 
常识是会变的。（筆者の訳） 
②男女の愛においてはどんな信じがたいことも起こり得るのではないでしょうか。 
                   （起こる可能性を示す）   『相７18』 
男欢女爱总是会发生一些难以置信的事不是吗？ 
 ③犯人は瑠璃子さんが秘密の隠し場所を突き止めたことを知っていた人物。同時に、あ
の日の午後２人が徒歩でバス停に向かったことを知り得た人物です。   『相 1119』 
                    （知ることができた）      
犯人知道琉璃子女士找到了藏匿之处，同时也是会知道那天下午两位小姐，走向了通往
公交站的人。 
これらの例文を見ると、③は可能を表しているが、「知る」機会がある、つまり可能性
                                                   
18『相棒』（あいぼう）は、2000年からテレビ朝日・東映の制作でシリーズ化されている日本の刑事ドラマであり、
特に「得る」を用いる場面が多く見られる。その中国語訳として中国語の字幕を資料とした。 
19 同上 
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があるとも言える。①と②は可能性を表しており、いわゆる金子の認識可能「みこみの存
在」を表す表現と言える。そして、この 3つの文はすべて中国語の「会」に訳されている。
つまり、日本語及び中国語ともに、可能表現と言われる「～ウル／エル」と「会」が可能
性をも表していることになる。この章では、「認識可能」つまり「可能性」を表す表現に
は可能表現「～ウル／エル」のほかにはどんなものがあり、また中国語の可能表現「会」
とどう対応しているのかを検討したい。資料は、日本語本とその中国語訳また逆に中国語
本とその日本語訳の小説（ドラマ）を用いた。 
 
4.2 中国語の「会」の機能 
 
中国語の可能表現には、助動詞「能」、「可以」、「会」が代表として挙げられる。中国語
の助動詞 は、動詞の前に置かれて、一般の動詞と同様に「肯定＋否定」の形で疑問文を
作ることができ、また（例えば回答として）単独で用いることができるといった文法的特
徴から助動詞は動詞の一種とみなされ、可能・能力・願望などの意味を表すことから「能
願動詞」とも呼ばれる20。 
また、朱徳熙（1982）も「能」、「可以」、「会」は助動詞に属し、可能を表し、同時に「会」
と「能」は客観的な可能性を表すと論じている。 
次の例は、中国語の可能表現｢会」の「（能力）可能」と「可能性」を表している場合で
ある。 
（１）能力による、可能を表わす。 
又会吹笛子，又会拉手风琴。 
訳：横笛が吹けるし、アコーディオンも弾ける。 
（２）客観的可能性を表わす 
看样子会下雨。 
訳：空模様を見ると、雨が降るかもしれない。 
（雨が降る可能性がある） 
  
 本章では可能と可能性を表わす「会」21を対象とする 。 
                                                   
20 丸尾 誠『基礎から発展まで よくわかる中国語文法』2002 
21 今回資料とした例の中で、可能性を表す「能」の例が少なかったため、本章で扱わなかった。また、「可以」は主
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4.3 可能性を表す場合の「会」と日本語表現の対応 
 
中国語の「会」は日本語の「～ダロウ」、「～カモシレナイ」、「～ハズだ」、「動詞基本形」
に訳されることが多い（呉 2014）。中国語の「会」は可能と可能性を表すが、ここでは可
能性を表す場合の「会」と可能表現形式でない日本語との対応を見る。（例文は：上は原
文、下は訳文である） 
 
4.3.1「～ダロウ」との対応 
 
ここでは、まず、中国語の「会」と日本語の「～ダロウ」が対応する場合に注目する。 
（1）仮に昭子の働きを認めたとしても、信利はこう言うだろう。「家もできた。敏も再来
年は大学だ……                             『恍』 
  即使同意昭子参加工作，信利也会说：“房子也有了，敏后年也要上大学了…… 
この文では、昭子の働きを認めるという前提があって、話し手は、信利が上記の内容を
言うと推測している。 
 
（2）便没有，只要有人知道就会坏事，打小报告讨好他太太的人太多。              『色』     
たとえそんな者がいなくても、誰かに知られたら、きっとご機嫌取りのために夫人に
ご注進する者だって出てくるだろう。               
 ここでは、語り手は「誰かに知られたら」、夫人に報告する人が出てくると思われる。
つまり、夫人に報告する人が現れる可能性があるということである。 
 
（3）周围一切都和他不相干了。这时候就是有人死在他的旁边，他也不会掉头去看一眼。 
                                                                         『寒』 
彼を巡る一切のものは彼とは関わりがなかったのだ。このような時、もし彼の傍らで
死ぬ人があったとしても、彼は振り向いてみることもしないだろう。      
ここでは、主人公は周りの一切にもう関心を持っていないため、死ぬ人が出てきても、
                                                                                                                                                 
に「許可、勧め」を表すため、本章の研究範囲に入れない。 
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振り向きもしないということがあり得る。ここでは原文の「不会」は「しないだろう」と
訳されている。 
 
この「だろう」について、『日本語文法論点 43』（2012）（p.149）では、『だろう』は話
し手が持っている情報に基づいて想定しやすいと認識している事態を表し、断定に近い推
測だ」と述べている。 
また『現代日本語文法 4』(2009）では「～ダロウ」は「事態を想像や思考によって間
接的に認識していることを表す」と定義されている。 
さらに森田（1980）は、「話し手がはっきりこうと言い切ることを差しひかえて、断定
を保留するときに用いる言い方である。慎重さや、自信のなさや、不確かなことで断言が
差しひかえられる気分のときなどに用いられる。」とも述べている。 
  
4.3.2「～カモシレナイ」との対応 
 
以下は中国語の「会」と日本語の「～カモシレナイ」が対応する場合である。 
 
 
（4）健太：父ちゃんが働けなくなって、病院もお金がかかるし、この家も追い出され
るかもしれないって。                            『死』                             
  爸爸不能工作了，去医院还要花钱，可能还会被赶出这房子。 
ここでは、話し手はお金がなくて、家を追い出されることがあり得ると判断している。 
（5）今天不成功，以后不会再有机会了。                    『色』 
今日成功しなかったら、もう次はないかもしれない。 
 
 ここでは、主人公は暗殺のチャンスをうかがっており、今日やらなかったら次のチャン
スはありえないと思っている。 
 （4）（5）の「家を追い出される」と「次（のチャンス）」はこれからのことを言ってお
り、「かもしれない」を用いて、事態の発生の可能性を表現している。 
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「～カモシレナイ」については、仁田（1991）、益岡（1991）は事態が成り立つ蓋然性
（確かさの度合い）の程度が低いことを表す形式であるという。その中で、仁田（2000）
では、蓋然性判断として、「～カモシレナイ」を取り上げ、「～カモシレナイ」を「可能性
把握」とし、「命題内容として描き取られる事態が生起する可能性をもったものであるこ
とを示す」と述べている。 
  
4.3.3「～ハズだ」との対応 
 
以下は、中国語の「会」と日本語の「～ハズガ（ハ）ナイ」が対応する場合である。 
 
（6）これっぽっちの酒で彼が酔っ払うはずがない。               『死』 
这么点酒,他不会喝醉的。 
 これは、話し手はお酒が強い彼のことをよく知っていて、これっぽちの酒で彼が酔っぱ
らうことはあり得ないと言っている。 
（7）今まで、男に愛されなかった自分はこんなに愛されているはずはない。  『相』 
以前从没被这样爱过，如今怎么会被如此深爱。 
 
これは、愛されたことのなかった年配の金持ちの女主人公が愛してくれる男にやっと出
会ったものの、もしかしたら自分の財産が目当てかもしれないと思い、年上の自分のこと
を愛してくれることはあり得ないと疑っているのである。 
 
（8）领导当然也会明白，要不，怎么叫“领导”呢？             『放』 
彼らは分かっているはずだ。さもなければどうして「領導（指導者の意）」と呼べ
よう。 
領導（指導者）は一般人より優れているから、世間の苦労が分かるのは当然であると言
っている。 
 
上の（6）、（7）、（8）はいずれも論理的に考えた結果得られた確信を表し、直感的な確
信を表現することはできない。 
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「～ハズだ」について、寺村（1984）は「ある事柄の真否について判断を求められたと
き、あるいは自分で判断を下すべき場面に直面したとき、確言的には言えないが、自分が
現在知っている事実から推論すると、当然である、ということを言うときに使われる」 と
言う。宮崎（2002）は「道理や法則、常識に従えば、当然、～ということになる」とし、
刑志強(2000)は「「～ハズガ（ハ）ナイ」の形で使う場合には、「ありえない」、「不可能だ」、
「おかしい」など話し手の強い懸念を表す、中国語の「不会…」に相当することが多い」
と論じている。 
 
4.3.4 動詞基本形との対応 
 
以下は、中国語の「会」と日本語の「動詞基本形」が対応する場合である。 
 
（9）大哥大嫂别难过，总会有那么一天。                                    『高』 
 兄貴もお姉さんも余り気にやまんでくれ、そういう日は必ずやってくる。  
ここでは、話し手は聞き手を慰めて、幸せな日が来ると確信的に言いきかせている。 
（10）「僕は死にません!あなたが好きだから、僕は死にません。僕が、幸せにしますか
らぁ! 」                                                                 
『101』 
达郎说：“我不会死！因为我愛妳，所以我不会死！我会给你幸福的！ ” 
 
このドラマの台詞は、再び恋人を失うことを怖いと告白する女主人公の前で、男主人公
がダンプカーの前に突如飛び出し、間一髪の所でダンプカーが止まった時に、男主人公が
絶叫した。自分が死ぬことなんかありえないと、死ぬことを強く否定している。 
 
（11）時が来れば、嫌でも、あなたに死は訪れます。                 『死』                          
 
时机到来之时，就算你不愿意，死亡也会降临。 
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 ここでは、交通事故か病気によって、死ぬ可能性がある或は死ぬことはあり得ると言
っている。 
 （9）、（10）、（11）を見ると、動詞基本形は、自分の意志を強く伝えたいとき、一人
称以外の場合は話者の確信的な判断や判定を表している。 
 
動詞基本形については『現代日本語文法４』(2009)では「話し手自身が知っていること、
経験したこととして、その事柄を直接的に認識していることを表すのが、断定形の基本的
な意味である。」とし、また「未来の事態は、それが事実かどうかを確認して述べること
はできないが、その実現が予定されていることは、話し手の知っていることとして、断定
形を述べることができる。」と記述している。つまり、話し手が未知の事態についても、
確信的に述べる場合は動詞基本形が用いられるのである。 
 
以上から見てきたように、日本語では事態が成立するかどうかについて述べる場合、「～
ダロウ」「～カモシレナイ」「～ハズだ」「動詞基本形」が用いられ、これら４つの表現形
式が中国語の「会」に訳されていることから、これらは中国語「会」に対応することが知
られる。 
 
4.4 日本語の４表現の相違点 
 
 日本語の 4 つの表現「～ダロウ」「～カモシレナイ」「～ハズだ」「動詞基本形」はいず
れも可能表現ではないが、中国語は原文も訳文も可能表現の形式「会」になっており、そ
の共通の意味は「～の可能性がある」または否定して「～の可能性がない」ということに
なる。例えば、（1）「……、信利はこう言うだろう」という文は「……信利はこう言う可
能性がある」に、（4）「……この家も追い出されるかもしれない」は「……追い出される
可能性がある」に言い換えられる。また次のようにも言える。 
（3）…彼が振り向いてみるということはあり得ない。 
   ／彼は振り向いてみる可能性がない。 
（6）…これっぽちの酒で彼が酔っぱらうということはあり得ない。 
／これっぽちの酒で彼が酔っぱらう可能性がない。 
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（9）…そういう日が必ずやってくるということはあり得る。 
／そういう日は必ずやってくる可能性がある。 
 
このようにこの４つの表現は、その可能性があるという共通の意味を持つ。 
つまり、中国語の可能表現「会」は日本語の可能表現「～ウル／エル」だけではなく、
日本語の「～ダロウ」「～カモシレナイ」「～ハズだ」「動詞基本形」のいずれにも訳され
ており、対応関係が認められるのである。 
しかし、日本語のこの４つの表現にはそれぞれ全同ではなく、相違点が見られる。まず
挙げられるのは可能性の程度であろう。市川（2013）によると、「「～ダロウ」はやや可能
性の高い推量を、「～カモシレナイ」は「～ダロウ」より可能性の低い場合に使われ、ま
た、「～ダロウ」のほうが「～カモシレナイ」より、話し手の主観性が強い」と述べてい
る。同じく市川（2013）は、「～ハズだ」は話し手がある根拠にもとづいて当然こうなる
という確信を聞き手に使える表現だが、一方、「～ダロウ」は話し手の主観による想像・
推量を表し表現であると論じている。「動詞基本形」は一人称の場合は、話者の意志を表
し、それ以外は、話者の確信のある判断となり、事態の成立の可能性が高いと判断し、そ
れを自信を持って断言しているのだ。これと比較すると「だろう」と「かもしれない」は
その可能性の判断の確信は弱いと言えよう。また「～ハズだ」はある根拠にもとづき可能
性の有無を判断することになり、「～ダロウ」と「～カモシレナイ」より客観性をもつ可
能性を表すと考えられる。 
 以上から、「～ダロウ」「～カモシレナイ」「～ハズだ」「動詞基本形」は、未発生のこ
とについて、成立しうるかどうかの可能性を推し測ることにおいては、金子の「認識可能」
と共通する意味をもつと言えるが、個々に確信の程度や証拠性が異なっている。しかし、
中国語の可能表現「会」は、日本語の可能表現「～ウル／エル」だけではなく、可能表現
とは見なされないこれらの４つの表現「～ダロウ」「～カモシレナイ」「～ハズだ」「動詞
基本形」をも包括して表現し得ることが分かった。 
 
4.5 まとめ 
 
金子（1980）によれば、日本語では可能表現「～ウル／エル」は「認識可能」を表現す
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る唯一の形式であるとしている。しかし、上に述べた「～ダロウ」、「～カモシレナイ」、
「～ハズだ」、「動詞基本形」は、「～ウル／エル」とは異なり、「可能性」の意味を担って
いるのである。これに対し、中国語（原文・訳文）では可能表現と言われる形式「会」で
これらの語の意味を包括的に表せる。 
また、寺村（1982）は「英語の可能表現（‘can～’‘possible’）が，日本語の可能表現
とちがう一つの点は，それが，「あることが起きる，あるいはある状態である可能性があ
る」ということを表す用法をもつ点であろう。」と以下の例を挙げて指摘している。 
It can happen.（そういうことは起こり得る） 
That can't be true.（そんなことが本当であるはずがない） 
つまり、英語の‘can ’は「可能」だけではなく、日本語の「可能性」を表す「得る」、
「はずがない」とも対応していることになり、「可能」と「可能性」の両方の意を表して
いるのである。 
以上のことから、英語「can」は、中国語の「会」、さらに日本語の「～ウル／エル」と
も通じるところがあると言えよう。日本語の他の可能表現「～（ラ）レル」「～コトガデ
キル」は「可能」のみの意で「可能性」は表さないことも確認された。 
次の課題として、日本語の可能表現の典型としての「可能」のみを表す「～（ラ）レル」
「コトガデキル」と「可能」と「可能性」の双方を表す「～ウル／エル」について、中国
母語日本語学習者にどのように理解させるかを中国語「会」と関連付けつつ考究したいと
思う。 
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第 5章 日本語の潜在可能と可能の顕在化に対応する中国語 
 
第 2章でのアンケートでは、日本語の潜在的な能力を表わす用法（潜在可能）（①〜⑥）
が中国語の可能表現に対応しているので、ほとんどの被験者が可能表現を正しく使用して
いることが分かった。一方、日本語の過去の可能の「タ」形文（⑦〜⑨）は中国語の「了」
「結果補語」と対応するので、この表現（可能の顕在化）は中国人日本語学習者にとって、
難しいということが分かった。 
本章では、潜在可能と可能の顕在化（益岡 2007）の視点から日中両言語の可能表現が
どのように対応しているのかを考察としていきたい。 
 
5.1 潜在可能と可能の顕在化に関する先行研究 
 
渋谷（1993）によれば、潜在系の可能は、『様々な条件によって、ある動作を実現する
ことが、やる（やった）かどうかは別にして、潜在的に可能・不可能である（あった）』
ことを表す。 
例えば、「僕にはたとえ三日かけてもレポートなんか書けない。」という場合がそれに
あたる。（渋谷 1993） 
また、渋谷は「実現系の可能は、『様々な条件によって、ある動作を実現することが可
能・不可能である・あった（＝実現する・した：実現しない・しなかった）』ことを表す」
と述べ、 
例えば、「三日かかってようやくレポートが書けた。」という場合がそれにあたる。 
（渋谷 1993） 
ここでは、潜在系可能と実現系可能の定義をしているだけではなく、両者の区別に言及
している。潜在系の可能は「可能」に中心を置き、実現系の可能は「実現」に重点を置い
ていると考えられる。 
しかし、渋谷（1993）では、潜在可能と実現系可能における肯定文と否定文が両方存在
していることを述べているが、この点に関して、必ずしも十分検討されているとは言いが
たい。 
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 次に、尾上（1998ｂ）は「可能」と「意図成就22」という２種類があると述べ、次の例
を取り上げている。（例文は本文からの引用である） 
① 太郎は 100キロ―のバーベルが持ち上げられる。（能力可能） 
② 今日は忙しくて、昼御飯が食べられない。（状況可能） 
③ この魚は食べられる。（許容性、萌芽の所在を対象や道具23、場所の特性24に求
めて語る場合） 
＜可能＞について、尾上（1998ｂ）は「動作主がその行為をしようという意図を持った
場合にその場合にその行為が実現するだけの許容性、萌芽がその状況の中に存在する」と
定義している。 
例えば、上記の例①に見られる「太郎が 100 キロのバーベルを持ち上げようとすれば、
その行為が意図どおり実現するだけの許容性がこの状況の中に存在する」という主張が<
可能>であり、例②に見られる「昼御飯を食べようと意図してもそれが実現する許容性、
萌芽がこの状況の中に存在しない」という主張が<不可能>である。可能表現をめぐっては、
行為者の能力を述べる「能力可能」例①と、行為者をとり巻く状況のもたらす可能・不可
能を述べる「状況可能」例②の違いが指摘されている。これは、許容性、萌芽の所在を、
主に行為者の能力に求めているか、主に行為者の周囲の状況に求めているかの違いだ、と
いうことができる。また、許容性、萌芽の所在を対象物や道具、場所の特性に求めて語る
場合が例③であるといえよう。 
一方、＜意図成就＞とは、次のような例が表す意味である。（用例は原文から引用する） 
④ 今朝は、目覚まし時計無しでも朝６時に起きられた。 
⑤ 耳を澄ますと、2階の物音がはっきりと聞き分けられた。 
このように、これらは、「やろうとしてその行為が実現した」こと、すなわち「意図し
た行為の意図どおりの実現」を表している。これらの用例には上の規定での<可能>の意味
を認めることはできず、<可能>とは別の意味を表すものと認めざるを得ないと述べている。 
しかし、尾上（1988ｂ）では潜在可能のル形だけを言及しているが、潜在可能のタ形へ
の言及は十分ではない。 
益岡（2007）は「接辞の「られる」が表す可能の意味には大別して、事態生起の潜在的
な可能性を表す場合例⑥と例⑦と潜在的な可能性を特定の時空間に顕在化したことを表
                                                   
22 論者によって「実現」、「実現系可能」などと呼ばれているが、ここでは尾上氏の用語法に従う。 
23 例：この補聴器は小さい音が聞き分けられる。（参考例文） 
24 例：このベッドは相撲取りが寝られる。（参考例文） 
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す場合がある例⑧と述べている。（日本語は原文から引用する。中国語は筆者による） 
 
⑥  あの学生はスペイン語が話せる。（那个学生会说西班牙语。） 
⑦  この会議では日本語は使えません。（这个会议不能使用日语。） 
⑧  なんとかスペイン語が話せた。（勉强说了西班牙语。） 
 
上の例⑥のように人（あの学生）の能力を表す場合と、例⑦のように生起可能な状況を
表す場合がある。一方、例⑧のタ形文においては、スペイン語を話すことが実現できたこ
とを表すのに対して、中国語の“说了”は「スペイン語を話す」ことが完了したこと、つ
まり「話した」という事実を述べている。しかし、益岡（2007）は可能形式の「～（ラ）
レル」だけを取り扱っているが、「～コトガデキル」について言及がみられない。 
馬（2009）によると、日本語実現系可能表現のタ形は中国語可能表現の「能＋動詞文25」
や「動詞＋可能補語」形式には訳しにくく、中国語では「実現・完了を表す動態助詞“了”」、
「結果補語26」、「趨向補語27」、「様態補語28」を用いて訳されることが述べられているが、
馬（2009）は「実現系」のタ形だけを対象としており、「潜在系」のタ形には言及してい
ない。日本語可能表現にも「潜在系」のタ形があり、「動態動詞“了”」、「結果補語」、「趨
向補語」「様態補語」に訳せるかどうかを考察する必要があると思われる。 
姚（2008）では、潜在可能と実現可能の二つの意味類型に基づき、中国語の可能補語「Ⅴ
不Ⅽ」に対して、「＜不可能＞も「結果の非実現」という事象の実現性によって同様な意
味的分類を行うことができる。すなわち、結果がすでに実現しなかったものとして表さわ
れしているのであれば、「実現不可能」と見なされるが、結果が実現する可能性のないも
のとして表れているのであれば、「潜在不可能」と見なされる。」と述べられている。しか
し、姚（2008）では、中国語の可能補語「Ⅴ不Ⅽ」が文脈によって、「結果」と「可能」
の両面性があることが分かった。「実現」を表す場合は「Ⅴ不Ⅽ（了）」を用いて「実現不
可能」を表すことができることも分かった。ただし、姚（2008）では否定文「Ⅴ不Ⅽ」に
ついての研究が主で、肯定文についての考察が少ない。 
以上、本章では、説明に際して先行研究の「実現系」「実現」「意図成就」に相当する用
                                                   
25 例：中国語「踢＋足球」、「说＋日语」など。 
26 結果補語は、述語動詞（または形容詞）の後に置かれて、動作や変化の結果を表す。 
27 趨向補語は、動詞の後に置かれて動作や行為の方向性を表す。 
28 様態補語は、「動詞＋得＋補語」と「形容詞＋得＋補語」という２つのタイプに分けられ、前者は動作の結果や状
態を表し、後者は性質や状態の程度を表す。 
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語として益岡（2007）の用語「可能の顕在化」を用い、潜在可能と可能の顕在化という視
点から日中両言語の可能表現がどのように対応しているのかについて考察していきたい。 
 
5.2 潜在可能 
まず、先行研究から明らかになった問題点の一つ目について、検討する。 
分析は、潜在可能文をル形とタ形に分けて行う。今回は能力可能と状況可能について検討
する。 
 
5.2.1 潜在可能のル形 
 
（1）a花子はパンが作れる。  
b花子会做面包。 
（2）a仕事場の人はだれでもそのファックスが利用できる。 
   ｂ工作单位的人都可以使用那台传真机。 
 
（1）は花子がパンを作る技術を持っていること（能力可能）、（2）はファックスを使い
たいとすれば仕事場の人は使えること（状況可能）を表すが、これらはそれぞれ実現の可
能性を秘めているという意味で、「事態が実現する」以前の状態を指す。それぞれ中国語
の“会”と“可以”に対応している。「能力可能」と「状況可能」の「潜在可能」は、内
に潜んでいてまだ表に出ていない可能のことである。 
 
5.2.2 潜在可能のタ形 
 先に、渋谷（1993）が、潜在系可能は可能・不可能である（あった）ことに言及してい
ることについて述べたが、本節はこの点を掘り下げ、タ形を次のようにⅠとⅡに分けて、
考察する。 
Ⅰ.過去には＜潜在可能＞を持っていたが、今は失ったということ。 
 
（3）ａ佐藤さんは、あの頃、フランス語が話せた。 
ｂ那个时候，佐藤会说法语。 
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（4）ａ当時の会議では、フランス語が話せた。 
ｂ当时的会议，是可以说法语的。 
 
（3）はあの頃佐藤さんはフランス語を話す能力を持っていたが、今、何らかの原因で（時
間が経ち話す機会がなかったり、話せなくなったり、忘れたり）、佐藤さんはフランス語
を話す能力を失ったということである。（4）は当時会議でフランス語が使える状況であっ
たことを表しているが、今の会議ではフランス語は使えない状態になっているということ
である。従って、（3）、（4）の可能表現は「潜在可能」を表し、今はその状態でないこと
を暗示している。中国語の“会说”“可以说”はそれぞれ「動作主の能力」、「会議で使用
可能な言語」を示し、“那个时候”“当时”によって、能力可能と状況可能の有無の時期を
限定し、今はその状態がないことを表している。 
 
Ⅱ.過去において＜潜在可能＞が実現しなかったということ。 
 
（5）ａ太郎は、あの時、プロポーズできた。 
ｂ当时，太郎是可以（能）求婚的。  
（6）ａ花子は、十分逃げられた。 
ｂ（当时）花子是可以（能）逃跑的。 
 
（5）はあの時、太郎はプロポーズする機会はあったのに、しなかったということ、（6）
は花子は逃げられるチャンスがあったが、逃げなかったということである。言い換えれば、
以下の（5’）、（6’）になる。 
 
（5’）太郎は、あの時、プロポーズできたのに、しなかった。 
（6’）花子は、十分に逃げられたのに、しなかった。 
 
これは、プロポーズできるまたは逃げられる機会があったのに、それをしなかったとい
うことである。実現しようと思えば、実現できたのに、その行為をしなかったことを表し
ている。中国語では過去のことを述べているが、潜在可能が実現しなかったことで、時期
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を提示するのみである。 
では、潜在可能のタ形文(過去)の否定の場合を見てみる。 
 
（7）a高校時代、私はまったくサッカーができなかった。『現』 
     b高中的时候、我根本不会踢足球。 
（8）a以前彼は英語が話せなかった。『現』 
  b以前他不会说英语。 
（9）a図書館館内で、飲食できなかった。『現』 
   b在图书馆馆内是不可以饮食的。 
 （10）a日本に来たばかりの時、私は納豆が食べられなかった。『現』 
   b刚来日本的时候，我不能吃纳豆。 
 
 上の四文はいずれも過去における否定形式である。動作・状態が現実に実現するかどう
かは問題にせず、単に過去における潜在的に存在する能力可能と状況可能についてのみ言
及している。つまり過去における「デキナカッタ」「～（ラ）レナカッタ」という状態を
表している。中国語に訳すると、能願動詞「能／可以／会」が使われている。 
 以上、日本語の潜在可能文をル形とタ形に分けて、考察した。ル形は内に潜んでいてま
だ表に出ていない可能のことを表しており、中国語の能願動詞「能・可以・会」に対応し
ている。タ形においては「＜潜在可能＞を持っていたが、今は失ったということ」と「過
去において＜潜在可能＞が行動に移さないことで実現しなかったということ」になる。前
者は中国語の能願動詞「能・可以・会」に、後者は「能・可以」に対応している。つまり
中国語の「潜在可能」は、日本語のそれと異なり、時制に関係なく、現在形に相当する表
現を用い、時間副詞を補って表されるようである。 
 
5.3 可能の顕在化 
 
 本節では、先行研究の二つ目の問題点について、検討する。分析は、「～コトガデキ（マ
シ）タ」と「～（ラ）レタ」を中国語訳と対照しながら行う。 
まず、例文を見てみる。 
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（13）ａとにかく走るしかない。深いため息のあと、何かすっきりした気分で走ることが
できた。                             『地』 
      b总之只有跑了。深深的叹了一口气后，反而以轻松的心情跑完了。（結果補語） 
（14）ａ最後の授業で見た映画も聞き取れた単語がいくつかあったので、嬉しかったです。 
   ｂ最后一次课课堂上看的电影也听懂了几个词，所以很高兴。（結果補語） 
（15）a 紗南は原稿を束ねて数えてみた。「うお〜っ、五十枚も書けたよ～っ！やったや
ったやった！！」と叫んでいた。                                              『こ』 
ｂ纱南整了整原稿开始数。她尖叫着“啊写好了 50张啊，太好啦太好啦”（結果補
語） 
（16）ａ僕も感謝しています。おかげで、この園に、働くお母さんを受け入れる覚悟がで
きました。                                『マ』 
ｂ我也很感谢你，多亏了你，我才做好了心理准备，去接受职业女性的妈妈们。（同
上） 
（17）ａ今回の試験はよくできたと思う。                                    『現』 
ｂ我觉得这次考试考得不错。（様態補語） 
（18）ａ彬とちゃんと話せたわ。家族みんなでロンドンでやり直すことにしたの。 『マ』 
ｂ我和小彬好好谈了。我们决定一家人在伦敦重新开始。（“了”で完了を表す） 
（19）a「珍しく警察庁に恩を売ることが出来ましたね。」『相棒 11』    
    ｂ“难得卖了一次人情给警察厅啊。”   （同上） 
（20）ａ数回よんだだけで、すぐ覚えられた。 『現』 
   ｂ念了几遍就背上来了。（趨向補語） 
（21）ａ彼を識別できた。           
   ｂ我认出他来了。（趨向補語）（同上） 
 
以上の対訳から見ると、中国語では「結果補語」、「様態補語」、“了”、「趨向補語」でど
のような結果になったかを表している。（13）a について言えば、“跑完”では、“跑”は
「走る」という意味で、“完”は、「走る」という動作の限界の達成、つまり「走り終えて
いる」ということを表す。“跑完”は動作の完了や変化を表す“了”と共起して、動作の
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目的の実現、つまり、「走り終えた」という意味を表わす。それに対する日本語は「走る
ことができた」となる。これらの例文は一回性の事柄で「望んだもの或は達成しがたい目
的を達成した」といった意味を表している。 
ところで、「Ⅴ得Ⅽ」は常に「可能」を表すことが劉（1980）によって指摘されている
ので、例文中の「結果補語」、「程度補語」、「了」、「趨向補語」を「Ⅴ得Ⅽ」の可能補語に
入れ替えてみた。（*は非文を表す） 
 
（13）ｃ *深深的叹了一口气后，反而以轻松的心情跑得完。 
（14）ｃ *最后一次课课堂上看的电影也听得懂几个词，所以很高兴。 
（15）ｃ *她尖叫着“啊写得好 50张啊，太好啦太好啦” 
（16）ｃ *我也很感谢你，多亏了你，我才做得好心理准备，去接受职业女性的妈妈们。 
（17）ｃ *我觉得这次考试考得得。 
（18）ｃ *我和小彬好好谈得。我们决定一家人在伦敦重新开始。 
（19）ｃ *难得卖得一次人情给警察厅啊。 
（20）ｃ *念了几遍就背得上来了。 
（21）ｃ *我认得出他来。 
 
 上のｃ文から見ると、どちらも中国語の可能表現の一つ「Ⅴ得Ⅽ」を入れ替えると非
文になるようである。この点に関しては、可能の顕在化という視点ではないが、山田（2008）
の「現代中国語では、動作の状態が可能か不可能を表すのが可能補語であり、動作が完了
かどうか、実現されたかどうかを表すのが結果補語である」という指摘を参考にすると、
(13)～（21）の例文はいずれも一回的で、既に実現できた事柄であるために、この部分に
は中国語の可能補語29が使えないと考えることができる。 
ここまで、日本語の可能の顕在化に対応できる中国語について見たが、それはすべて肯
定の形である。では、日本語の可能の顕在化文は否定の形はどうだろう。以下に、いくつ
かの例文を見てみる。 
 
（22）a彼女は悲しくて、どうにか１節歌っただけでもう続けることができなかった。 
                                                   
29 第１章に参照。 
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   b她很难过，才唱了一句就唱不下去了。（可能補語30）    
（23）aその字は私は急には書けなかった。 
   b这个字我一时写不上来。（可能補語） 
（24）a部屋の中では会合が行われている。しかし、失敗の原因について、いったいなぜ
なのか、だれも説明できなかった。 
   b屋里正开着会。然而，对于失败的原因，到底是为什么，谁也说不出。（可能補語） 
（25）a今日の用事が多くて、本当に時間が捻出できなかった。 
   b今天事情太多，实在挤不出时间来。（可能補語） 
 
上の（22）a～の（25）a文は発話時にすでに実現すべき時期が過ぎていることすなわち
過去の事態について述べている。（22）b～（25）bの下線部分はいずれも可能補語の「Ⅴ
不Ⅽ」の形で表している。（22）は“了”を付けて、「歌い続けられなくなった」というこ
とを表す。劉（1980）は「中国語の可能補語の否定形「Ⅴ不Ⅽ」は、動作Ⅴは発生してい
ないあるいは終わっていない時、結果Ⅽが実現できないということが判断することができ
る」と述べている。従って、（22）～（25）における b文の動作（Ⅴ不Ⅽ）はすべて終っ
ていないうちに、結果Ⅽが達成出来ていないということを表している。つまり、「歌う→
“唱”」、「書く→“写”」、「説明→“说明”」、「捻出→“挤”」は実現に向けて行動をしたが、
目的を達することができなかった。つまり行動を起こしたが、目的を達することができな
いということは、潜在能力がなかったということを含意しており、可能補語（否定）が使
われていると考えられる。つまり、可能の顕在化には肯定形しかないことを確認すること
ができた。 
 
以上、今まで述べてきた潜在可能と可能の顕在化についてまとめておく。表１に具体的
な例文を示し、表２にはその意味領域を示す。 
 
 
 
 
                                                   
30 可能補語のほとんどは、結果補語と趨向補語をベースにしてできたものである。動詞と結果補語・方向補語の間に
“得”を入れる形で可能補語に変えられる。否定の場合は“不”に替える。 
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表 1 潜在可能と可能の顕在化における日中の例文 
 日本語 中国語 
潜
在
可
能 
ル形 
花子はパンが作れる。（能力可能） 
仕事場の人はだれでもそのファックスが使
用できる。（状況可能） 
花子会做面包。 
工作单位的人都可以使用
那台传真机。 
タ
形 
過去に潜在可能
を持っていた
が、今は失った。 
佐藤さんは、あの頃、フランス語が話せた。
（能力可能） 
当時の会議では、フランス語が話せた。 
（状況可能） 
那个时候，佐藤会说法语。 
当时的会议，可以说法语。 
潜在可能が実現
しなかった。 
太郎は、あの時、プロポーズできた。（「しな
かった」または「プロポーズできなかった」。） 
花子は、十分逃げられた。（「逃げなかった」
または「逃げられなかった」） 
当时，太郎本来是可以求婚
的(但是他没做) 
花子是完全可以逃跑的，
（但是她没逃） 
可
能
の
顕
在
化 
 
一回的な出来事 
（タ形） 
 
最後の授業で見た映画も聞き取れた単語が
いくつかあったので、嬉しかったです。 
今回の試験はよくできたと思う。 
数回よんだだけで、すぐ覚えられた。 
珍しく警察庁に恩を売ることが出来ました
ね。 
最后一次课课堂上看的电
影也听懂了几个词，所以很
高兴。 
我觉得这次考试考得不错。 
念了几遍就背上来了。 
难得卖了一次人情给警察
厅啊。 
 
表 1から、日本語の潜在可能と可能の顕在化に対して、中国語の可能表現との対応を知
ることができる。 
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表２ 潜在可能と可能の顕在化における日中の意味領域 
 日本語 中国語 
潜在可能 
ル形 
能力可能と状況可能は潜在的な
可能である 
“能”“可以”“会”と対応す
る 
タ形 
当時は、その能力や状況があっ
たが、今はその能力や状況が失
われていること。 
“会”、“能” 
動作・状態が現実に実現するが
どうかは問題せず、過去におけ
る潜在的に存在する能力可能と
状況可能である。 
 “可以”“能” 
可能の顕在化 タ形 
一回的な出来事： 
「予想外の結果や成果が得られ
た出来事」あるいは「困難を乗
り越え、期待した結果がやっと
実現された出来事」 
可能で対応できない。「結果補
語」「様態補語」、「趨向補語」、
“了”で完成した事を表す。 
 
 
5.4 まとめ 
 
以上から、日本語の潜在可能と可能の顕在化の二つのグループに対して、中国語の可能
表現という観点から、次の２点が明らかになった。 
 
ⅰ.潜在可能のル形には中国語の可能表現が対応できるが、タ形は二つのグループに分か
れ、すべて中国語の可能表現が使えるというわけではなく、否定つまり未実現の場合のみ
用いることができ、一部は「能／会」で、一部は「能／可以」が担う。 
 
ⅱ.日本語の可能の顕在化は中国語の可能表現で対応できず、代わりに「結果補語」、「様
態補語」、「趨向補語」、“了”を用いることになる。 
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日本語においては、潜在可能・可能の顕在化（ル形タ形／肯否）に関わらず可能形を用
いることができるが、中国語の場合は、潜在可能についてのみ可能表現が使用できる。中
国語では、潜在可能の顕在化については可能表現は使えず、動作が完了したという結果を
述べることになる。このように日本語と中国語との対応は単純な部分と複雑な部分が混在
しており、これが日本語学習者にとって難しい点となる。今回の考察では主に日本語可能
表現を中国語でどう表現するかという対照による分析を行ったが、今後、中国語可能表現
は日本語ではどう表現するかの考察が必要になってくるだろう。 
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第６章  「～（ラ）レル」の多義性について 
 
6.1 はじめに 
 
日本語においては、助動詞「～（ラ）レル」は可能表現、自発表現、受身表現と尊敬表
現の４つの意味を持ち、文脈などで意味が変わってくるので、日本語学習者はその混同が
生じてくることがある。 
 本章では、日本語で助動詞「～（ラ）レル」という一つの形式が四つの意味を表すこと
に対して、中国語の表現ではどのような表現が用いられるのかについて考える。 
 
6.2  「～（ラ）レル」における表現 
  
まず、『新版日本語教育事典』（2005）に従い、「～（ラ）レル」は可能、自発、受身と
尊敬の四つの用法から具体例を見ていく。 
 
 6.2.1  可能の意を表す 
 
（1）このアンテナをつければ、日本の番組が見られる。 
 （2）僕でも組み立てられる模型。 
（3）子供が 1人でも帰れる時間。 
（4）アレルギーがあるので、私は海鮮料理が食べられない。 
（5）彼が落第するとは、とても考えられなかった。 
 
上記の文はすべて「可能」の意を表し、「～コトガデキル」と置き換えられる。それ
ぞれ、「見ることができる」、「組み立てることができる」、「帰ることができる」などとな
る。 
 
6.2.2 自発の意を表す 
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（6）入学試験のことが思いやられる。 
（7）性格が性格だから将来が案じられる。 
（8）教養の深さがしのばれる。 
（９）山を見ると、故郷が思い出される。 
（10）もうすっかり秋の気配が感じられる。 
 
（6）～（10）はすべて「自然と～」の意ととらえることができる。「動作主がそうしよ
うとしたわけではないのに思わずそうしてしまう」という意味になる。心情的な表現に用
いられることである。この点について、植田（1998）は、自発表現が使用される動詞を、
「感じる、思い出す、惜しむ、案じる等」の「感情・心情を表す動詞」と、「思う、考え
る、想像する、推定する」などの「思考・判断を表す動詞」に大別されると述べている。 
 
6.2.3 受身の意を表す 
  
 続いて、受身の例文を見る。 
  
（11）私はお風呂に入っているところを兄に見られた。 
（12）おぼれかかった子供が助けられて，ほんとうによかった。 
（13）私は先生に頭がいいと褒められた。 
（14）花壇の中にごみを捨てられて困った。 
（15）知らない人に道を聞かれる。 
 上記の文は文の主格が述語部分の動作対象となる表現である。 
 
6.2.4 尊敬の意を表す 
 
（16）近いうちに、教授が帰って来られます。 
 （17）先生が話をされる。 
 （18）社長は明日休まれるそうだ。 
 （19）無事到着された模様です。 
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 （20）社長は鯨を食べられた。 
 （16）～（20）は動作の主体に対する敬意を表す。（19）のように、具体的に敬意の対
象が明示されない場合がある。 
 
以上、一つの形式である「～（ラ）レル」が可能、自発、受身、尊敬の四つの意味を担
っていることを確認した。 
 
6.2.5 判断がつきにくい例 
 
筆者も学部時代にこの四つの使い分け方を学習したことがある。それは「～コトガデキ
ル」と置き換えられれば「可能」、「自然と～」と理解できたら「自発」になり、「～に～
れる」の形なら「受身」、主語が目上なら「尊敬」というのであり、きわめて妥当な内容
であった。 
しかし、日常生活ではどれに当てはまるのか、判断がつきにくいことがある。以下の例
はどうだろう。 
  
 （21）資料を見られましたか。 
  
 この例文は主語がないために、次の三つ意味に解釈できる。 
 
（22）「資料をご覧になりましたか？」（尊敬） 
（23）「資料を見ることができましたか？」（可能） 
（24）「資料を誰かに見られませんでしたか？」（受身） 
  
 （21）は目上の主語を足せば、「尊敬」の意になったり（22）、普段見ることができない
貴重な資料であれば、「可能」の意になったり（23）、ほかの人に見られたくない場合は「受
身」になる（24）。また、 
 
 （25）パンを売られた方は係員まで連絡ください。 
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これは、パンを売ったのか、それとも売りつけられたのか、尊敬表現とも、受身表現とも
取れる。日本語学習者はこのような曖昧な表現に迷うだろう。さらに、 
 
 （26）「おばあさん、降りられますか。」 
のように、バスの運転手さんからの質問である。お客様のおばあさんに「バスを降ります
か」か「一人でバスを降りることができますか」を問いかけている。この文は尊敬を表す
のか可能を表すのかが曖昧な場合である。 
 以上、「～（ラ）レル」による判断しにくい例文を見た。次に、それに対応する中国語
はどのようなものになるかを見てみる。 
 
6.3 「～（ラ）レル」で表す表現と中国語表現との比較 
 
6.3.1 「～（ラ）レル」可能表現に対応する中国語表現 
 
まず、助動詞「～（ラ）レル」によって構成される可能表現の例文を見てみよう。（以下、
日本語の例文とその中国語訳は筆者による。） 
（27）読めない漢字があったら、そう言ってください。（有不会念的汉字的话，说出来。） 
（28）私は一食にご飯を５杯も食べられる。（我一顿{能吃／可以吃}5碗饭。） 
（29）最近は年を取ったせいで、酒を飲めなくなった。 
（最近因为上了年纪，喝不了酒了／不能喝酒了。） 
（30）駅でタバコが吸えません。終日禁煙ですから。 
   （在车站不能抽烟／不可以抽烟，因为全天禁烟。） 
（31）この教室は３００人は楽に入れます。（这个教室可以很宽松的容纳 300个人。） 
（32）背が高くなければ、ファッションモデルにはなれないだろう。 
    （个子不高的话，就当不了模特吧。） 
（33）この野菜は生では食べられない。（这个菜生的不能吃／不可以吃。） 
（34）この本は、ビジネススクールで教えている本であるということもあり非常にテンポ
よく読める本です31。（这本书是在商务专业补习学校所使用的书，非常值得一读的
                                                   
31 「Yahoo!ブログ/健康と医学/病気、症状」2008 
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书。） 
（35）その店のコーヒーは飲めない。（那家店的咖啡不值得喝。） 
 
上記の日本語の例文は助動詞「～（ラ）レル」を使うことによって、それぞれ、能力、
条件、属性、価値、可能性というような意味を表すことができる。そのうち、（27）、（28）
は、身体的、技術的な能力を表す。（29）～（32）は、決まりや状況などで行為の実現が
可能であることを表す。いわゆる状況可能である。（33）～（35）は物の属性を表し、あ
るものの属性（性質や品質）を評価して表す。「コトガデキル」には、この使い方はない。
（34）と（35）は「価値」や「評価」を表している。 
一方、中国語に訳す場合には、（27）、（28）の能力可能と（31）～（35）の属性可能は
「能／可以／会」に対応し、（29）～（32）のような状況可能では「能／可以」に対応す
る。（29）～（32）の場合には「Ⅴ得了／Ⅴ不了」などのような可能補語が用いられるこ
ともある。ここで特に指摘しなければならないのは、（34）、（35）のような価値の評価表
現の場合は、可能の意味を含む可能の助動詞、または可能補語に訳すのではなく、中国語
では「～に値する」という意味で“（不）值得”に訳されることが多いということである。 
 
6.3.2  「～（ラ）レル」による自発表現に対する中国語表現 
次に、中国語ではどのように表現されるのかを見てみる。 
 
（36）この老眼鏡を見ると、祖父のことが思い出される。 
       (一看到这个老花镜，我就会不禁想起祖父。) 
（37）地震のニュースを見て、友達のことが心配される。 
       （看到地震的消息，我不禁担心起朋友来。） 
（38）彼女の手紙を読むと、彼女のやさしい気持ちが感じられる。 
（读了她来的信，我不由得感到她的体贴。） 
（39）彼の話を聞いて、なんだか不思議に思われる。 
        （听了他的话以后，我总觉得有些不可思议。） 
 
 自発の助動詞「～（ラ）レル」は、「～と思われる」「～と考えられる」などのような形
79 
 
で多用され、中国語の“不禁～”、“不由得～”、“总觉得～”などのように訳されることが
多いようである。 
 続いて、自発表現が、中国語訳に反映されていない用例を見てみよう。 
 
（40）そこであの熱いのは「湯」だ、この冷たいのは「水」だ、と区別したものと想像さ
れる。                                   『日』 
   a于是，他们就把热的叫做“汤”，把凉的叫做“水”，以示区别。       
（41） 人々はブナ林に囲まれて、ヒシの実を採ったり、ドングリ類を採集し、狩猟を行
っていたと思われる。                             
『森』 
  a在水青冈森林环绕的居住地，人们采摘菱角或橡树类果实，并外出狩猎。 
（42）近世中頃以降の綿などの商品作物の導入は、林地の荒廃に拍車をかけたとみられる。 
                                     （同上） 
  a近代中期以后，棉花等商品作物的引进加速了林地的荒芜。  
 
（40）～（42）の a文は、中国語に自発表現に該当する表現が見られない、「該当表現な
し」の例である。その a文をもう一度日本語にすると、 
 （40）b そこで、かれらは熱いものを「湯」、冷たいものを「水」と呼んで区別したの
である。 
 （41）b 「ブナ林に囲まれた居住地で、人々はヒシの実やドングリ類を採集し、狩猟を
行っていた。 
 （42）b 近世中期以降、綿などの商品作物の導入が、林地の荒廃を加速させた。 
 
となる。いずれも、日本語の原文に記されている、書き手の判断を表す（40）の「～と想
像される」、（41）の「～と思われる」、（42）の「～とみられる」という自発表現は、中国
語の訳に反映されておらず、単に事実のみを述べる文となっている。これは、訳者が自発
表現は、訳文に反映する必要がないと判断したためであると考えられる。 
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6.3.3 「～（ラ）レル」による受身表現32に対応する中国語表現 
 
「～（ラ）レル」が受身の助動詞として使われた場合は次のような例文がある。 
  （例文は『日本語文型辞典』（1998）より） 
（43）彼女は皆にかわいがられて育った。（她在大家的疼爱下成长＝她受到大家的疼爱。） 
（44）森さんは知らない人から話しかけられた。（一个不认识的人向森先生搭了话。） 
（45）私は母に買い物を頼まれた。それで、好きな番組を見ることができなかった。 
       （我被母亲叫去买东西，所以，没有看到我喜欢的电视节目。） 
（46）彼は正直なので、だれからも信頼されている。（他很正直，受到所有人的信赖。） 
（47）おばあさんが犬に噛まれた。（老奶奶被狗咬了。） 
（48）その議案は野党に反対された。（那项提案遭到在野党的反对。） 
（49）その子は母親に叱られて、泣き出した。（那孩子挨妈妈训斥了，哭了。） 
（50）忙しい時に、客に来られて仕事ができなくなった。 
     （正忙的时候，客人却来了，结果没法工作了。） 
（51）彼は奥さんに逃げられて、すっかり元気をなくしてしまった。 
   （他老婆跑了，他非常沮丧。） 
（52）学校から帰る途中、雨に降られた。（从学校回家的路上被雨淋了。） 
（53）太郎が次郎にベッドに荷物を置かれて、寝られなくなった。 
     （次郎把行李放在（太郎）的床上，这么一来，太郎就没办法睡觉了。） 
（54）英語は世界中で使われている。（英语在全世界广泛使用。） 
（55）日本は海に囲まれる。（日本四面环海。） 
（56）漫画週刊誌は若いサラリーマンによく読まれている。（漫画周刊杂志受到很多年轻
人喜爱。） 
（57）波で岩が洗われる。（岩石被浪冲洗。） 
（58）芍薬も十坪あまり一面に植えつけられていた。 
   一块十坪多一点的地方上，种满了芍药。 
（59）表紙に美しい絵が描かれている。（封面上画着美丽的画。） 
（60）そのことはマネージャによって話された。 
                                                   
32寺村（1982）は日本語の受身文を「直接受身文」と「間接受身文」の２種類に分けている。本節では寺村に従うこ
とにする。 
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    那件事被经纪人说出去了。 
 
（43）～（60）はいずれも助動詞「～（ラ）レル」によって構成された受身の文である。
そのうち、（43）～（49）は直接受身文で、動作主や作用を受けた人を主語にして述べる
のに用いる。二者間で起こることを動作主以外の人の視点から述べる言い方である。話し
手が関わる行為の場合は、話し手の視点から述べるために受身が使われることが多い。
( )内の訳文で示したように、中国語の受身となると、動詞の変化がない代わりに、“被”、
“糟”、“受”、“挨”などの介詞を置くことになる。（47）（49）のように、一般的に介詞33
と呼ばれる前置詞“被”、“糟”、“受”、“挨”などを用いて受身文を表すことが多いが、こ
れに対して、（50）～（53）は間接受身文で、中国語に訳す時には、すべてが“被”で表
わされるのではなく、（52）のように、中国語の“被”に訳すこともあるし、（50）、（51）、
（53）のように、能動文に訳すこともある。その場合は、介詞“被”、“糟”、“受”、“挨”
などを伴わない表現、つまり動作の受け手が動作の影響を受けたことを表す受身文も多く
存在する。通常前者を“被構文”（または“被字句”）、後者を“意味上の受動文”（または
“自然被動句”）という34。また、日本語の直接受身文は“被字句”では表せないと主張
している大河内（1982）の説明によれば、日本語の直接受身文が“自然被動句”になるも
のもあるが、それぞれに動詞を改めたり、主動者主語を補ったりして能動文にするものが
多い。そのため大河内は、“被字句”では表せない例文として下の（ａ）挙げ、そして能
動文に変えて訳した例として下の（ｂ）を挙げ説明している。（ｂ）においては、「支給さ
れる」を「领到（受けとる）」に改め、主語はもとのままに、受身文を能動文に変えてい
る。 
 
   （ａ）会議が開かれる。 会议开始了。 
      （ｂ）一日働けば誰でも六百五十円が支給される。 
劳动一天，谁都能领到六百五十元工资。 
 
したがってこれらの文を受身で表現することはせずに、それに代わる多様な表現形式が
                                                   
33『実用現代漢語語法』によると、中国語で言う介詞“被”、“糟”、“受”、“挨”を指す。単語や句の前に用いられそ
れらと一緒になって場合・方向・時間・対象・目的などを表す語類。そのほとんどが動詞から変化したものであり、
後に目的語を取るなど動詞の基本的な特徴も残しているという。 
34 「被構文”」または「“被字句”」、「“意味上の受動文”」または「“自然被動句”」の名称は、劉（1983、1996）を
はじめ、多くの学者により定着された用語。 
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用いられる。 
 さらに、（54）～（60）は直接的な受身や間接的な受身の文というより、むしろある事
柄や自然現象などを客観的に述べている用例であると言った方が適切だと考えられる。こ
うした場合の受身の助動詞「～（ラ）レル」は、中国語の「被、受、由」からなる受身文
に訳されることもあれば、受身の意味に訳されないこともある。 
 
6.3.4 「～（ラ）レル」による尊敬表現に対応する中国語表現 
 
 次に、尊敬の意を表す助動詞「～（ラ）レル」についてみよう。 
 
（61）先生、いつ帰られますか。（老师，您几点回家。） 
（62）先生はこの学校で日本語を教えられています。（老师在这所学校教书。） 
（63）今朝何時に起きられましたか。（今天早上，您几点起床的？） 
（64）私のことを忘れられたんですか。(您不记得我了吗？) 
（65）あなたが同意されれば/同意なされば、今でも契約いたします。 
       （如果您同意，我们现在就签约。） 
  
上記の例文から分かるように、日本語の敬語の「～（ラ）レル」は、主として文章や会
話の中に出てくる人物の動作や所属するものに対して敬意を表すが、中国語では主語（あ
なた）“你”を“您”“老师（先生）”にすることで、尊重表現が成り立つ。 
 
6.4 まとめ 
 
 以上、今まで述べてきた「～（ラ）レル」は「可能」、「受身」、「自発」、「尊敬」の 4
つの用法とそれに対応する中国語表現については以下の表１にまとめる。 
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      表１ 「～（ラ）レル」による 4つの用法とその中国語表現 
日本語「～（ラ）レル」 中国語 
可能 
能力可能／ 
状況可能 
「能／可以／会」、 
「Ⅴ得／不 C」 
属性可能 「能／可以／会」、「值得～」 
自発 「不禁～」、「不由得～」、「总觉得～」 
受身 「被」、「糟」、「受」、「挨」 
尊敬 
人称代名詞を加えるなど。例えば：「你」の敬称
「您」などの人称代名詞を用いる。（「老師」の
ような敬称を用いることもある 
 
 
 表 1 から、「～（ラ）レル」は「可能」、「受身」、「自発」、「尊敬」の四つの用法に分け
られる。日本語では一つの形式で、4つの意味を表すが、中国語では、それぞれ全く別の
表現になる。日本語で判断がつきにくい用例も中国語では異なる言語形式が対応するため、
中国語母語話者にはその区別がより難しくなる。 
なお、日本語の場合も、前後の文脈があれば、その区別はある程度で可能である。 
 
ⅰ明日は会社に出られますか。 
ⅱ社長、会社に出られますか。 
ⅲ休みの日で悪いんだけど、明日は会社に出られますか。 
 
 上記のⅰの「明日は会社に出られますか」は、「明日は会社においでになりますか」のよ
うな尊敬表現としても理解できるし、「明日は会社に出ることができますか」のような可
能表現としても受け取れる。これは尊敬表現なのか、可能表現なのかはっきりと区別でき
ないであろう。ⅰの文とⅱの文に変えて、文の前に「社長」を付け加えると、可能表現で
ある可能性を排除され、尊敬表現としてみなされるであろう。さらに、ⅲの文の前に、「社
長」ではなく、「休みの日で悪いんだけど」というような前提を付け加えたら、尊敬表現
ではなく、可能表現として解釈できる。 
 以上のように、日本語の「～（ラ）レル」は可能・自発・受身・尊敬の四つの意味を持
っているが、中国語では全く異なる表現形式を用い、そのことが中国語母語話者が「～（ラ）
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レル」を学習する課題になっていることを示した。 
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第７章 可能表現の語用的機能 
        
7.１はじめに 
 
 「この芝生に入れません」という可能形を使った注意書きは、「入ってはいけない」と
いう禁止を表している。また、「だれでも自由に入れます」は「入ってもいい」という許
可を表している。このように可能表現と許可表現はつながっていることがある。 
 日本語学習者の中には、「可能形」「～コトガデキル」と許可表現「～てもいい」を混同
して、授業中お手洗いへ行く許可を求めるときに次のように言うことがある。 
 
 （１）？先生、お手洗いに行くことができますか。 
     老师，我可以（能）去洗手间吗？ 
 
状況によって、例えば図書館で本を借りるときに、貸し出しの可能性を聞く「この本、借
りることができますか」と、貸し出し許可を求める「借りてもいいですか」とはかなり似
た意味合いを持っているが、上の（１）のように授業中での許可求めであることがはっき
りしている場合は、「お手洗いに行ってもいいですか」にする必要がある。 
 また、「～てもいい」は中国語の“可以”に相当する。本章では、日中両言語にそうい
った面で何らかの相互関係があるのかを中心に考察を進めていくことにしよう。 
 
7.２ 先行研究 
 
7.2.1 「許可」に関する先行研究 
 
 可能の形式が表す許可の意味についての先行研究は、ほとんどは可能が表す意味として
許可の意味を挙げているのみである。今の段階で、唯一、渋谷（1993）は、可能文が表す
許可の意味について言及し、可能の形式が許可の意味を表す場合の制約条件について述べ
ている。その制約条件は、①聞き手に意志がある。②話し手の背後に権力があるという二
点である。 
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 奥田（1988）では、可能の形式が表す許可・許容の意味ではなく、「～てもいい」の構
文が表す可能の意味について指摘している。「～てもいい」のいくつかのモーダルな意味
に、「私の論理35」に従う可能と「状況の論理36」に従う可能があり、これらの可能の意味
は能力可能、条件可能を表す「～することができる」のような、いちいち具体的な場面の
中から遠のいている潜在的な可能とは違って、「具体的な状況の中での具体的な動作の実
行への可能」であり、「～することができる」との交替が不可能であるとしている。しか
し、「～てもいい」という構文が「規範の観点から許可されて、可能である」場合、「～す
ることができる」との交替が可能であるとしている。 
 中国語の可能の形式である“可以”は、相原（2007）では、以下のように A 用法と B
用法に分類されている。 
A用法：相手に許可を求めたり、ルールとして許可されている。 
 
“我可以进去吗？”「入っていいですか。」 相原（2007） 
“休息室里可以吸烟”「休憩室ではタバコを吸ってもいい」（同上） 
 
 ここでは、誰か許可する者がいたり、人為的に定められたルール・規則・法律などの存
在を意識している。つまり「主宰者」がいる。それは人間であったり、規則であったり、
法律であったりする。そういう人為的な客観的ルールの存在を意識している。次の例にな
ると、許可やルールとは少し違う。 
B用法： ある行為が差支えない、許容のうちにあることを言うものだ。 
   
・“天虽然阴得厉害，可不见得会下雨，咱们可以出去玩”  
「空はすっかり曇っているが、雨になるとも思えず、遊びに出かけてもよい。」（同上） 
・“好话歹话都可以说” 
「悪口でも良い話でも、なんでも言ってよろしい」（同上） 
  
ある行為が差支えない、許容のうちにあることを言うものだ。「差支えない、～しても
                                                   
35 「私の論理」にしたがう例をあげる。 
Ａ「それじゃ、私のところへいらして」、Ｂ「いってもいい。しかし、ビールを飲みたいね。」 
36 「状況の倫理」にしたがう例をあげる。 
「しかし、なにかちょっと区切りをつくようなことをしたらどうだ。五、六人で食事をして、写真をとって、二、三
日旅行にいってもいいだろう」 
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よい」とは、それをしてもいいし、それをしなくてもいいわけである。 
 否定は A ・Bどちらの用法であれ、“不能”を使えばまず大丈夫である。 
 ・“你不能进去。” 
「君は中に入ってはならない。」（同上） 
  
この用法の否定に“不可以”が使えるかどうかは、議論が分かれる。ただし、使うと言う
ネイティブでも、A用法である「許可」の否定、つまり禁止用法に限られる。 
 
 “这里不可以抽烟。”→「ここではタバコを吸ってはならない」（同上） 
“红灯表示车辆不可以通行。”→「赤信号は車は通行してはならないことを表す」（同上） 
 
「許可」に関する先行研究はほとんどは可能が表す意味としている。「～てもいい」と
「～することができる」の交替が可能であるが、交替が不可能な場合もある。 
 
 7.2.2 「勧め」についての先行研究 
 
 坂本（1997）は「勧め表現」を、自分が何かを提供することによって相手に行動させる
「提供」（典型的表現は「シテクダサイ」）と、自分の何らかの立場によって相手に行動さ
せる「忠告・助言」（同「シタホウガイイウデスヨ」）との「中間段階」であると位置づけ、
その典型的表現として「シタラドウデスカ」を挙げている。 
また、蒲谷他（1998）は、「行動展開表現」を考えるための指標として、ある表現にお
いて、<誰が行動し・誰が決定権を持ち、その結果誰が利益を得ることになるのか>という
<行動・決定権・利益>の三つの観点を挙げているが、この観点から「勧め表現」を見ると、
「勧め」は<相手が行動し、相手が決定権を持ち、その結果相手が利益を得ることになる>
という表現構造を成すと述べている。 
 
 先行研究から分かるように、可能の形式で許可の意味を表すという指摘はあり、可能表
現と許可とは確かに関わりがあるが、勧めと可能表現との関わりについては述べていない。 
従って、先行研究を踏まえて、「許可」と「可能表現」の関連性を探った上で、その中国
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語の対応表現である「可以」から勧めとの関わりについても触れてみたい。 
 
7.3 許可・許容表現の意味的相違点 
 
可能の形式で表す許可・許容表現の分析に当たって、許可・許容の意味を表す「～ても
いい」の用法を踏まえる必要があると思われる。 
  
7.3.1 「～テモイイ」が表す意味範囲 
 
 許可・許容の意味を表すとされる「～テモイイ」は、許可・許容の意味以外にも多様な
意味を表しているようである。これの意味用法について詳細に分析を行っている宮島・仁
田（1995）と安達（ほか）（2003）の記述によると、前者では、「～テモイイ」が表す中核
的な意味を「当該事態が容認できるものであることを述べる」とし、後者では、「その 
事態が許容できるものであることを表す」と指摘している。そして、「～テモイイ」が表
す意味用法をさらに細分化している。両者が分析した「～テモイイ」の意味は以下のよう
に五つの意味にまとめることができる。 
 
 ①許可の意味を表す 
 （1）（医者が患者に） 
    だいぶ体力が回復してきましたね、もう、そろそろ仕事を再開してもいいですよ。 
 （2）このクッキー、食べてもいい？うん、いいよ。 
 これらは支配できる事態について用いられ、（１）は聞き手の行為、（２）は話し手の行
為である。 
 ②意向を表す 
 （3）今日一日、私は暇だから、夕食は僕が作ってもいいよ。 
（3）も事態が支配できる場合である。 
 ③許容の意味を表す 
 （4）選手のコンディションも悪いことだし、今日の試合は中止になってもいいや。 
 （4）は事態が支配不可能である場合で、事態の実現の許容を表す。 
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 ④客観的許容 
 （5）日本では二十歳になったらタバコを吸ってもよい。 
  状況や規範の上で許容される或いは可能であるという、客観的許容を表す。 
 ⑤後悔や不満を表す 
  （6）どうせ私にもパソコンが必要になるんだから、君が買ったときに、思い切って
買ってもよかったな。 
 
 以上、「～てもいい」が表す五つの意味についてみた。それでは、両言語の可能の形式
で「～てもいい」が表す五つの意味を表せるだろうか。 
  
 7.3.2 可能の形式が表す意味範囲 
 
 前節でまとめた「～てもいい」の五つの意味を踏まえたうえで、両言語の可能形式への
置き換え可能性を見ていく。 
 ①許可の意味を表す 
（1）（医者が患者に） 
  だいぶ体力が回復してきましたね、もう、そろそろ仕事を再開してもいいですよ。 
  （Jは日本語、Ⅽは中国語とする） 
（1'）J：だいぶ体力が回復してきましたね、もう、そろそろ仕事を再開できますよ。 
  C：你的体力恢复得很好，已经可以开始工作了。 
（2）このクッキー、私、食べてもいい？ 
（2'）J：このクッキー、私、食べられる？ 
    C：这个饼干可以吃吗？ 
 
（1'）の聞き手の行為、（2'）の話し手の行為の場合、両言語とも可能の形式で許可の意
味を表せる。 
 
② 意向を表す 
（3）忙しそうだから、今日の夕食は僕が作ってもいいよ。 
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（3'）J：今日一日、私は暇だから、夕食は僕が作れるよ。 
     C：今天我有空，我可以做晚饭。  
 
（3'）は事態が支配できる場合であり、自分自身がその行為を行うことを許容することが
表している。 
 
③許容の意味を表す 
（4）選手のコンディションも悪いことだし、今日の試合は中止になってもいいや。 
（4'）*J：選手のコンディションも悪いことだし、今日の試合は中止になることができる
や。 
    C：选手的身体状况也不是很好，今天的比赛停止也可以。 
（4'）のように事態が支配不可能である場合、中国語は「可以」で許容の意味を表せるの
に対して、日本語は表せない。（4'）のように、“可以”が文の最後にくる場合中国語は許
容の意志しか表せない。つまり、可能の意味を表す“能”で置き換えると非文になる。 
（4”）*选手的身体状况也不是很好，今天的比赛停止也能。 
  
④客観的許容 
（5）日本では二十歳になったらタバコを吸ってもよい。 
（5'）J：日本では二十歳になったらタバコを吸うことができる。 
     C：在日本到了 20岁就可以抽烟。 
 
（5'）のように客観的許容を表している場合、両言語とも可能の形式で許容の意味を表せ
る。これは奥田（1988）では〈状況の論理〉という概念を用いて説明している。 
 
⑤後悔や不満を表す 
（6）どうせ私にもパソコンが必要になるんだから、君が買ったときに、思い切って買っ
てもよかったな。 
（6'）J：*どうせ私にもパソコンが必要になるんだから、君が買ったときに、思い切って
買うことができたな。 
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  C：*早晚我也需要用电脑，你买的时候买就可以了。 
 
 後悔・不満の場合は両言語とも可能の形式で表せない。つまり可能の過去の形式で、「そ
うすればよかったが、実際はしなかった」ということを表せないということである。 
 
 以上、「～てもいい」が表す五つの意味を可能の形式で表せるかについてみた。以下、
まとめると表１のようになる。 
 
表１ 
 許可の意味 意向 許容の意味 客観的許容 後悔・不満 
日本語 
「～シテモイイ」 
○ ○ × ○ × 
中国語「可以」 ○ ○ ○ ○ × 
 
表１から分かるように、可能の形式で許可の意味、意向、許容の意味、客観的許容を表
している。可能の形式は「～テモイイ」の表すいくつかの意味の中で許可・意向・客観的
な許容の意味を表していると言える。それに対して、中国語はすべて「可以」になってい
る。 
 
7.4 中国語の“可以”を参照しながら 
 
 中国語の「可以」37に対応する日本語としては「～コトガデキル」、「～テモイイ」、「～
タライイ」などの可能、許可、勧めの表現が多用されるようである。次の例文を見てみよ
う。38 
なお、（ ）内の「○」は自然な文で、「？」は不自然な文である。 
 
（7）a 小张可以游 500米。 
b 張さんは 500メートルも泳ぐことができる。（○） 
                                                   
37 “可以”の以外、“能”と“得／不得”もある。本節は“可以”だけを取り上げる。 
38 例文は『日本語文型辞典』（2011）より 
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ｃ張さんは 500メートルも泳いでもいい。（？） 
（8）a 他一顿饭可以吃５个馒头。 
b 彼は一食に饅頭を 5つ食べることができる。（○） 
ｃ彼は一食に饅頭を５つ食べてもいい。（？） 
（9）a 如果累了，可以休息下。 
b 疲れたら、少し休むことができる。（○）  
c 疲れたら、少し休んでもいい。（○） 
（10）a 没有圆珠笔的话，用铅笔写也可以。 
b ボールペンがなかったら、鉛筆で書くことができる。（○） 
c ボールペンがなかったら、鉛筆で書いてもいい。（○） 
（11）a 我可以去公园玩吗？ 
ｂ 公園へ遊びに行くことができますか。（？） 
c 公園へ遊びに行ってもいいですか。（○） 
（12）a 我可以抽烟吗？ 
b 私、タバコを吸うことができますか。（？） 
c 私、タバコを吸ってもいいですか。（○） 
 
上記例文における a文は、いずれも中国語の“可以”を用いている。同じ“可以”と言
っても、含まれている意味はまったく同じだとは言えないだろう。（7）a、（8）a の“可
以”は、それぞれ「小张（張さん）」、「他（彼）」が「游 500米（500メートルも泳げる）」、
「吃５个馒头（饅頭を５つ食べる）」という能力を持っていることを意味するため、能力
可能表現であることには間違いないことから、これらに対応する日本語の b文も能力可能
表現として扱われるもの無理はなかろう。 
一方、（9）～（12）の a文はいずれも“可以”を使って許可を表している。日本語では、
許可を表すのには「～テモイイ」が多用される。しかし、（9）a、（10）aの場合に「～コ
トがデキル」、「～テモイイ」のどちらにも訳すことが可能である。ところで、同じ許可で
ありながら、（11）bと（12）bは不自然な例となる。これは、（11）bと（12）bの「～コ
トガデキル」の話し手が聞き手に対して許可を求める文になっていることに対して、（9）
b と（10）b の「～コトガデキル」は話し手が聞き手に対して許可を与える文になってい
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ることに関係があると思われる。（9）c～（12）c の「～テモイイ」は話し手が聞き手に
対して許可を与える（求める）両方の場合に使うことができる。 
 
また、次の例文を見てみよう。なお、（ ）内の「○」は自然な文で、「？」は不自然な
文である。 
 
（13）a这本书你可以看看。 
b この本を読んでみてもいい。  （？） 
c この本を読んでみたらいい。    （○） 
ｄこの本を読んでみたらどうだ。 （○） 
（14）a你没去过苏州吧。是个好地方，可以去走走。 
b 蘇州は行ったことないんだろう。良い所だから行ってみてもいい。 （？） 
c蘇州は行ったことないんだろう。良い所だから行ってみたらいい。    （○） 
ｄ 蘇州は行ったことないんだろう。良い所だから行ってみたらどうだ。 （○） 
（15）a那个经理可以采访采访。 
b この社長にはインタビューしてみてもいい。  （？） 
cこの社長にはインタビューしてみたらいい。     （○） 
c この社長にはインタビューしてみたらどうだ。  （○） 
 
これらの文の中にある“可以”は能力可能の意味を表すのでもなければ、許可の意味を
表すのでもなく、実は聞き手の行動に対する勧めを表す。これに対応する日本語を見ると、
「～タライイ」「～トイイ」「～タラドウだ」などといった表現が自然であることがあり、
「～テモイイ」は不自然である。 
 また、「可以」は、人にあることをするような勧めるのであるが、そう強く推薦するわ
けではない。「可以」の後ろの動詞に注目されたい。いずれも重ね型である。これも人に
軽く、気楽に何かをやってみたらと勧める語気を担うものである。どちらかというと「控
えめ」で「引いた」のニュアンスが出てくる。例で見たように、「～タライイ」「～シテミ
タラ」という表現に対応し、「～するのを妨げない」という意味で、相手の自由裁量に任
せるところすらある。 
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 つまり、「～テモイイ」は「～タライイ」「～シテミタラ」と同様「控えめ」で、「引い
た」表現であるが、勧め表現ではないことが分かった。 
 
7.5まとめ 
 
このように中国語「可以」は、可能と許可・勧めと密接な関係がある。具体的にどのよ
うな意味で用いられているかは具体的な文脈によって判断しなければならないであろう。
本章では、「～コトガデキル」「～テモイイ」「～タライイ」「～タラドウダ」について検討
した。その結果、「～コトガデキル」は「能力」、「許可」、「～テモイイ」は「許可」、「～
タライイ」と「～タラドウダ」は「勧め」であることを確認した。中国語の一つの表現の
「可以」に対して、複数の日本語で対応していることに注意しておきたい。 
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第８章 結びと今後の課題 
 
 8.1 本研究のまとめ 
 
本研究は、日本語の可能表現と中国語の可能表現を研究の対象として、対照研究の立場
から、日中両言語における可能表現に関する比較を試みたものである。 
本研究は８章から構成されているが、各章では次の内容を扱った。 
序章では、日中可能表現の先行研究、問題点及び研究目的・意義などについて記述した。 
第１章では、可能表現が「～（ラ）レル（可能動詞）」、「～コトガデキル」、「～ウル／
エル」によって構成されることを確認したうえで、可能表現「～（ラ）レル」と「～コト
ガデキル」との違いを明らかにした。 
第 2章では、中国の大学で主に使用されている５種類の教科書における日本語可能表現
の提出順と、各教科書に提示されている日本語可能表現の用法や例文をもとに、教科書を
比較しながら日本語可能表現の問題点を探った。また、中国語母語日本語学習者を対象と
してアンケートを実施し、そのデータに基いて可能表現の使用実態を分析して、問題点を
記述した。 
第３章では、可能表現における認識可能とも言われる「～ウル／エル」を検討した。い
わゆる日本語の可能表現には含まれない表現形式「～ダロウ」「～ハズガナイ」を含めて、
それと対応する中国語訳「会」に注目し、分析を行った。その結果、「～ウル／エル」が
「～ダロウ」「～ハズガナイ」という可能性表現と関連があることを確認した。 
第４章では、「～ウル／エル」と「～ダロウ」「～カモシレナイ」「～ハズダ」「動詞基本
形」の４表現では、可能性を表す意味を持っていることについて論じた。 
第５章では、潜在可能と可能の顕在化（益岡 2007）の視点から日中両言語の可能表現
がどのように対応しているのかを考察した。 
第６章では、「～（ラ）レル」による可能表現と自発表現、受身表現、尊敬表現との関
わりを検討し、それぞれに対応する中国語表現も取り上げた。 
第７章では、可能表現と関わりの深い「許可表現」を検討した。また、「～テモイイ」
が表す意味範囲と中国語の“可以”と対応する日本語の表現「～コトガデキル」「～テモ
イイ」「～タライイ」「～タラドウダ」について分析した。 
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 本研究によって、次のようなことが明らかになった。 
 第一に、教科書とアンケートによる調査をもとに分析・考察した結果、中国人学習者の
可能表現の使用実態を見ることができた。まず、アンケートよる調査から、中国人学習者
が日本語の可能表現を学ぶ際に難しい点があることが明らかになった。それは、「入る」
のような自動詞であり、かつ可能の意味を持つ表現の習得が最も難しいということが分か
った。その原因としては、中国人学習者の可能形でないと可能を表わすことができないと
いう思い込み（つまり母国語干渉）があるからではないかと考えた。教科書ではこのよう
な自動詞で可能を表す表現がほとんど提示されていないこともその理由の一つであると
考えた。また、認識可能と言われる「～ウル／エル」に言及する教科書もほとんどなく、
「～ウル／エル」の理解や運用力も難しいのではないかと思われる事例が見られた。つま
り、母語干渉と教科書での取り扱いが少ないことであることも分かった。 
 第二に、潜在可能文のル形には中国語の可能表現が対応していることに加え、タ形は二
つのグループを分かれることを提案した。一つは「当時は、その能力や状況があったが、
今はその能力や状況が失われている」こと、もう一つは「動作・状態が現実に実現するが
どうかは問題にせず、過去における潜在的に存在する能力可能と状況可能」である。中国
語では、前者は「能／会」で、後者は「能／可以」が担うことになることも確認した。ま
た、可能の顕在化に関して、肯定文と否定文からの検討を行った。その結果、日本語の可
能の顕在化は中国語の可能表現で対応できず、「結果補語」、「様態補語」、「趨向補語」、“了”
を用いることが分かった。 
第三に、日本語と中国語の形式と意味が一対一で対応しない事例をいくつかの観点から
両言語の比較をしながら確認した結果。中国語を母語とする日本語学習者は日本語の 1
形式が中国語の複数の形式と対応する「～（ラ）レル」や中国語の 1形式が日本語の複数
形式と対応する「可以」などに学習上の困難があることがわかった。 
  
8.2 今後の課題 
 
 最後に今後の課題についてまとめておきたい。 
 第一に、日本語の可能表現と言われる可能のみを表す「レル／ラレル」「コトガデキル」
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と「可能」と「可能性」の両方を表す「～ウル／エル」を中国母語日本語学習者に、どの
ように理解させるかを中国語「会」と関連させて、考えたいと思う。 
第二に、アンケート調査については、今後は初級だけでなく、中上級の教科書も対象に
分析し、さらに調査対象の範囲も広げることで、現状をより詳細に分析していきたい。 
 第三に、潜在可能と可能の顕在化の間に存在する部分をさらに分析していきたい。たと
えば、例「がんばって泳いでみたが、泳げなかった（溺れた）。」のように、「結局、泳ぐ
能力があると思っていたが、泳いでみると泳げなかった。」と言う場合、能力や状況があ
ると思って、行動をしたが、実現しなかったということになる。確かに「顕在化」したの
ではないが、「泳ぐ能力」があると思って行動したのに「泳ぐ能力」がないということが
判明したということになり、「潜在可能」がなかったということが証明されたということ
になる。こういった不可能の顕在化を表す文を潜在可能と可能の顕在化を表す文を潜在可
能と可能の顕在化のどの段階に位置づけていくのか、慎重に検討を行っていきたい。 
 今回、アンケートや各章の検討からみた日本語と中国語の意味と形式の問題を出発点と
して、日本語学習者の困難な事例をさらに収集することで、学習上の諸問題をより効果的
に克服できるよう、日本語教育の現場に生かしていきたいと思う。 
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